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序章 

１．合併の背景と経緯 

西諸地域は、これまで消防、ごみ処理、介護保険の認定調査な

ど広域行政に取り組んできました。とりわけ小林市、高原町、野

尻町は、住民の生活圏、経済圏を一つにしており、行政区域の枠

を越えた広域的な圏域が形成されています。 

このような状況のもと、少子高齢化・人口減少や地方分権、厳

しい財政状況に対応するため、平成 16 年４月１日をもって合併

協議会を設置し、１市２町１村による合併に向けての協議を行っ

てまいりました。その結果は不調に終わりましたが、その後、小

林市と須木村による合併が成立し、新制小林市が平成 18 年３月

20 日に誕生しました。 

しかし、予想を超える速さで少子高齢化・人口減少が進むとと

もに地方分権が進展する中、住民の合併に対する機運も再び高ま

り、将来にわたって住民福祉の一層の向上と西諸地域の一体的な

均衡ある発展を推進するため、１市２町の合併が必要との認識に

立って、高原町、野尻町は小林市に対し平成 19 年 12 月 27 日

に合併協議会設置の申し入れを行いました。 

今や地方自治体は、三位一体の改革や厳しい財政状況を踏まえ

て、社会経済情勢の変化に柔軟かつ弾力的に対応しながら、地方

分権を推進していくことが求められています。そのためには、将

来を見据えて生活圏域及び人口規模で捉えた視点に立つととも

に、足腰の強い自治体を構築できるよう、自治体規模を拡大する

必要があります。 

そこで、合併協議会の設置について小林市・高原町・野尻町の各

議会に提案し、議決を得たことから、市町村の合併の特例等に関す

る法律の期限となる平成 22 年３月末までの合併を目指して、小林

市・高原町・野尻町合併協議会を設置することとしたものです。 
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２．計画の策定方針 

（１）計画策定の趣旨 

本計画は、小林市、高原町、野尻町（以下「１市２町」という。）

が持つそれぞれの地域の自然や環境に配慮するとともに、歴史・

文化・伝統等を尊重し、１市２町が合併した場合のまちづくりの

基本方針を定め、各市町の総合計画を踏まえて総合的な基本計画

を策定するものとします。 

これにより、１市２町の速やかな一体化を促進し、住民福祉の

向上と新市全体の均衡ある発展を図る具体的な施策の方向を示

すものとします。 

（２）計画策定の指針 

①合併後の新市の施策については、有効性・効率性や緊急性・地

域性などを十分検証し、真に必要なまちづくりに資する主要な

事業を示します。 

②単にハード面の整備充実だけでなく、ソフト面にも十分配慮し

た計画とします。 

③公共施設の統合整備については、住民生活に急激な変化を及ぼ

さないよう十分配慮し、地域性や財政事情等を考慮しながら行

うものとします。 

④地方交付税、国・県補助金、地方債などの依存財源を過大に見

積もらず、健全な財政運営に裏付けられた計画とします。 

⑤本計画の実施を通して、地域住民の生活水準、文化水準等を高

める役割を担うものとし、併せて行政の組織及び運営の合理化

を図るものとします。 

（３）計画内容 

①計画の対象区域 

１市２町の区域 

②計画の期間 

本計画は、合併年度及びこれに続く 10 年間について定める

ものとします。 



序章  

3 

③計画の構成 

本計画は、まちづくりの基本方針、それを実現するための主

要施策、公共的施設の適正配置と整備、財政計画を中心として

構成します。 

（４）財政計画策定の基本的考え方 

①策定の趣旨 

財政計画は、新市基本計画に定められた施策を計画的に実施

していくために、今後の財政見通しを明らかにするとともに、

長期的展望に立って、限られた財源の効率的な運用を図るなど、

適切な財政運営を行うために策定するものです。 

このため、財政計画は、現行制度を基本とし、新市の主要施

策を推進するにあたって必要となる財源の見通しと、その重点

的・効率的な配分など、計画的な財政運営を図る指針として策

定します。 

②策定の基本的な考え方 

合併後においても健全な財政運営を行うことを基本に策定

するものとし、合併による歳出の削減効果、合併による市民負

担やサービス水準への影響、更に国及び県による合併に係る財

政支援等を反映させて策定するとともに、新市基本計画を財政

面から検証することとします。 

（５）その他 

本計画の策定にあたっては、住民と行政が新しいまちづくりの

将来像を共有し、その実現に向けてともに行動していくことが重

要であることを念頭に置き、住民の視点に立った計画づくりに努

めるものとします。 
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第１章 合併の必要性 

１．一体となって産業振興に取り組み、人口減少・若

者流出に歯止めをかけるために 

１市２町は合併して、一体となって、それぞれが培ってきた独自

の農業技術や観光資源等の共有化・付加価値化を図り、後継者の

確保や若者流出・人口減少に歯止めをかける必要があります。 
 

本地域は豊かな自然条件を活かし、これまで農業を基幹に発展

してきました。また霧島連山の眺望や湧水・湖沼・温泉・神話な

どを活かして観光の振興にも取り組んできました。 

しかし、地域間競争が進む中、地域経済は総体的に低迷状態が

続いており、依然として人口減少・若者流出が止まりません。 

一方で、本地域では西諸地区畑地かんがい事業（国営西諸農業

水利事業等）が大規模に進められていることや、宮崎フリーウェ

イ工業団地が整備されていること、南九州の中心に位置して、宮

崎自動車道のインターチェンジが２か所設置されていることな

ど、大きく発展するための基盤整備も進められていますが、これ

まで十分に活用しているとはいえない状況にあります。 

このため、今こそ自然、歴史、文化的につながりの深い１市２

町は合併し、各市町の農業者・生産団体等が培ってきたそれぞれ

の経営、栽培のノウハウの共有化や農地の流動化の促進などを進

めて儲かる農業の実現を図ること、また各市町の観光資源・観光

団体のネットワーク化や観光イベントの共同開催などを進めて、

地域間競争に打ち勝つ観光拠点都市の実現を図ること、さらには

大胆な企業誘致対策の打ち出しによる企業立地の促進を図るこ

となど、単独の自治体では難しい思い切った産業振興施策を打ち

出し、働く場の拡充と所得水準の向上等から若者流出・人口減少

に歯止めをかけていくことが何よりも必要なこととなっていま

す。 

 



第１章 合併の必要性  

5 

２．少子高齢化の進行など多様化する行政需要に一体

となって対応するために 

１市２町は合併して、一体となって、専門職員の効果的な配置や住

民サービス部門の維持・充実を図るなど、少子高齢化や情報化など

の高度・多様化する行政需要に対応していく必要があります。 
 

少子高齢化の急速な進行は、社会経済の仕組みそのものを大き

く変えようとしており、「生産年齢（15～64 歳）人口が減少す

る」社会が到来することになります。本地域においても表〈少子

高齢化の推移〉に見るとおり、この 10 年間で年少人口の大幅減、

老年人口の大幅増が顕著となっています。今後も引き続き少子高

齢化が急速に進行することが見通されており（33 ページ表<人口

等の見通し>参照）、保健・医療・福祉分野における行政の役割や

負担がますます増大し、特に社会保障にかかる財政負担は極めて

多大なものになることが見込まれていることから、これまでの行

政サービスを維持していくことが困難になることが予想されま

す。 

また、少子高齢化だけでなく社会環境の変化に伴い、環境保全

や情報化、市街地などの都市基盤整備、競争が激しい産業振興等

の分野においても、行政課題はますます高度・多様化していくこ

とが見込まれます。 

このような状況に対応していくためには、各部門にわたって必

要とされる専門職員の配置・増強、各種公共施設の効率的な活用

と適正配置の推進等、総合的な行政能力の向上が必要となります。 

これらは、単独の自治体で対応することが難しく、１市２町が

合併して管理部門のスリム化を進め、特に専門性やマンパワーの

強化が求められる住民サービス部門の充実を図って行政サービ

スの維持・向上を進めるなど、アウトソーシング※を含め総合的

                                      
※ アウトソーシング 

業務の一部を民間団体等に一括して請け負わせる行政経営的手法。これにより行政組織のス

リム化や住民との協働のまちづくり等の促進に資する。 
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な対応が必要となっています。 

 

〈少子高齢化の推移〉 

（単位：人、％） 

 平成７年 平成 17 年 差引 

年少人口 

（14 歳以下） 

8,243 

（18.9） 

5,964 

（14.5） 

2,279 人の減少 

（減少率は 27.6％） 小
林
市 

老年人口 

（65 歳以上） 

8,399 

（19.3） 

10,936 

（26.6） 

2,537 人の増加 

（増加率は 30.2％） 

年少人口 

（14 歳以下） 

1,957 

（16.8） 

1,340 

（12.6） 

617 人の減少 

（減少率は 31.5％） 高
原
町 

老年人口 

（65 歳以上） 

2,711 

（23.3） 

3,382 

（31.8） 

671 人の増加 

（増加率は 24.8％） 

年少人口 

（14 歳以下） 

1,587 

（17.2） 

1,088 

（12.5） 

499 人の減少 

（減少率は 31.4％） 野
尻
町 

老年人口 

（65 歳以上） 

2,112 

（23.0） 

2,728 

（31.5） 

616 人の増加 

（増加率は 29.2％） 

年少人口 

（14 歳以下） 

11,787 

（18.3） 

8,392 

（13.9） 

3,395 人の減少 

（減少率は 28.8％） 
３
市
町
計 

老年人口 

（65 歳以上） 

13,222 

（20.5） 

17,046 

（28.2） 

3,824 人の増加 

（増加率は 28.9％） 
  資料：国勢調査 
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３．財政基盤を強化し、地方分権の推進と協働のまち

づくりを進めるために 

１市２町は、合併して、規模の拡大を図って財政基盤を強化する

とともに、住民参画のまちづくりを進め、行政と住民が協働して

地方分権の推進に対応していく必要があります。 
 

現在において１市２町は表〈財政指標（平成 18 年度）〉に見

るとおり、経常収支比率や実質公債費比率が比較的高く財政の硬

直化が進んでいることや、財政力指数が低く財政基盤が脆弱なこ

とに加えて、今後さらに国の財政構造改革による地方交付税や補

助金の削減等により、財政状況は一層厳しさを増すことが見通さ

れます。このため、現行の行政サービス水準を維持していくこと

が困難になることも予想されることから、財政基盤の大幅な強化

が必要となっています。 

さらに、このような厳しい財政状況の中で地方分権の推進に対 

応し、自らの責任と判断で個性豊かで自立したまちづくりを進め 

ていくためには、行政だけの対応では不十分であり、積極的に住 

民もまちづくりに参画する地域協働のまちづくり体制の確立が必 

要不可欠な要素となります。 

これらの課題を解決するため、１市２町は合併して地方分権の

受け皿にふさわしい行政体制の確立を図るとともに、経費削減効

果や国の財政支援措置の活用等を図って財政基盤を強化する必

要があります。さらには、今回の合併を契機として、本地域住民

のまちづくり参画意識の一層の高まりに期待し、より多数かつ多

分野にわたる住民参画・協働のまちづくりを進めていくことが必

要です。 
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〈財政指標（平成 18 年度）〉 

 小林市 高原町 野尻町 

経常収支比率（％）※ 95.9 93.8 92.2 

財政力指数※ 0.394 0.263 0.234 

実質公債費比率（％）※ 14.0 18.2 12.2 

  資料：地方財政状況調査  

                                      
※経常収支比率 

経常収支比率とは、人件費、扶助費、公債費などの経常経費に、地方税、地方交付税、地方譲

与税を中心とした経常一般財源がどの程度充当されたかをみる指標で、この比率が低いほど普通

建設事業費などの臨時的経費に充当できる一般財源があり、財政構造が弾力性に富んでいること

になります。一般的に 100％に近くなるほど、硬直化が進んでいるといえます｡ 
※財政力指数 

財政力指数とは、財政力の強弱を示すものであり、一般財源必要額に対して市税等の一般財源

収入額がどの程度確保されているかを測るもので、指数が高いほど裕福な団体となります。 

   財政力指数＝基準財政収入額÷基準財政需要額（３ヶ年平均） 
※実質公債費比率 

実質公債費比率とは、平成 18 年度から地方債許可制度が協議制度に移行したことに伴い、従

来の公債費比率や起債制限比率に代わる新しい比率で、これにより起債制限等を行うこととされ

ました。実質公債費比率は、基本的には分子に地方債の元利償還金（公債費）を置き、分母に標

準財政規模を置いて求めます。従来と異なるのは、分子の元利償還金に上水道や下水道など公営

企業の支払う元利償還金への一般会計からの繰出金、ＰＦＩ（Private Finance Initiative：公

共施設等の建設、維持管理、運営等を民間の資金、経営能力及び技術的能力を活用して行う手法）

や一部事務組合等の公債費類似経費を算入することで、いわば連結決算の考え方を導入している

ことです。 

 財政健全化法による早期健全化基準は、市町村・都道府県とも、現行の地方債協議・許可制度

において一般単独事業の許可が制限される基準を 25％とし、財政再生基準は、市町村・都道府

県とも、現行の地方債協議・許可制度において、公共事業等の許可が制限される基準を 35％と

しています。 
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４．住民の生活圏・経済圏に即した一体的・効率的なま

ちづくりのために 

１市２町はすでに一体的な日常生活圏を形成しており、合併して

一体となった行政組織、住民団体組織等を確立し、「西諸はひと

つ」の視点でまちづくりに取り組んでいく必要があります。 
 

１市２町は、地理的な近接性に加え、古くから歴史・文化、経

済、生活等、多くの面で共通性と結びつきを持ってきました。特

に通勤・通学、買物、通院等の住民の日常生活や民間の経済活動

は、現在、その多くが小林市を中心に行われており、すでに一体

的な日常生活圏・経済圏が形成されているといえます。 

また、行政面においても、ごみ・し尿処理等については、この

１市２町で一部事務組合を設立し共同事業を行っているほか、１

市２町を含めた４市町で構成される西諸広域行政事務組合にお

いて、消防・救急業務や葬祭施設・ごみ処理施設の設置運営など

の行政施策を展開するなど、１市２町の連携・一体化が進んでい

ます。 

このように、住民の日常生活圏・経済圏として、また行政面で

も連携・一体化が進んでいる状況の中で、現在の行政区域がある

ことは、土地利用や都市計画、道路整備等の都市基盤の整備をは

じめ、地域一体となった総合的な取り組みが必要な分野において

は、効率面や整合性の面で制約要因になっているともいえます。 

このため、１市２町は、住民の生活や経済活動の実態に見合っ

た枠組みで合併し、住民ニーズに即した一体的・効率的なまちづ

くりを進めていくことが必要です。 
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〈本地域の就業者の状況（平成 17 年）〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注 1）数字は 15 歳以上就業者数で、    内の数値は自市町内就業者数 

（注 2）矢印は通勤の方向、矢印のそばの数字は通勤者数（通勤者数 50 人以上

のみを示しています） 

（注 3）  は１市２町、  は１市２町以外で通勤者の多い市 

  資料：国勢調査 

 

  

  

高原町 

3,445 人 

えびの市 

9,627 人 

1,255 人 

941 人 

1,050 人 671 人 70 人 

91 人 

64 人 

172 人 

552 人 

249 人 

77 人 

161 人 

490 人 

561 人 

小林市 

16,969 人 

宮崎市 

158,152 人 

344 人 

293 人 

318 人 

84 人 

284 人 

644 人 

野尻町 

3,254 人 

都城市 

71,761 人 

81 人 
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第２章 本地域の現状と課題 

１．本地域の概要 

（１）位置・地勢・気候 

本地域は南九州の中央部及び宮崎県の南西部に位置し、北部は

西米良村、熊本県多良木町、東部は綾町、宮崎市、南部は都城市、

鹿児島県霧島市、西部はえびの市、熊本県あさぎり町と接してい

ます。本地域の南西部には霧島連山が、北部には九州山地の山岳

が連なり、緑豊かな森林や高原
こうげん

が開け、清らかな渓流美を誇る河

川とその流域には優良農地が広がり、温泉や神秘的な湖沼などの

個性的な地域資源も多数有しています。 

面積は 648.47km
2 

 で宮崎県の 8.4％を占めています。 

気候は、夏暑く、冬は冷え込む内陸型の温暖多雨地域に属して

おり、年平均気温は約 16 度、年平均降水量は 2,600ｍｍを超え

ます。また、昼夜の気温差や夏と冬の寒暖差が大きく、霧の発生

が多い地域です。 

〈面   積〉 

区 分 小林市 高原町 野尻町 計 

面積（ km
2 

 ） 474.23 85.38 88.86 648.47 

構成比（ ％ ） 73.1 13.2 13.7 100.0 

（２）歴史・沿革・まちづくりの推移 

①歴史・沿革 

明治時代までに自然発生的に生まれた村は、明治 22 年（18

８9 年）の市制・町村制の施行により、全国一律に町村合併が

断行されました。これに合わせて小林村、須木村、高原村、野

尻村の４村が誕生しました。 

その後、小林村は大正元年に町制施行し小林町に、さらに昭

和 25 年には市制施行し、小林市となりました。平成 18 年に

は小林市、須木村が合併して現在に至っています。高原村は昭

和９年に町制施行し現在に至っています。野尻村は昭和 23 年

に紙屋村が分村したものの昭和 30 年に両村が再合併し野尻町

となり、現在に至っています。 
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〈本地域の合併の変遷〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②１市２町のまちづくりの推移 

〈小林市〉 

小林市は西諸地方の中心地として発展し、産業・経済等の広

域的な拠点都市としての役割を担い、周辺市町からの通勤・通

学者の流入も多く、各市町の小林市への依存度が高くなってい

ます。また、生駒高原の花や星、出の山公園の蛍と湧水、すき

むらんどの山村体験と温泉等の地域資源を活かして農業と観

光をベースにしたまちづくり、さらには市民と行政の協働によ

るまちづくり等を進め、「元気あふれる交流都市」の実現を目

指しています。 

≪小林市≫ 

小林村 

明治 22 年 5 月 1 日 

村制施行 

小林町 

明治 22 年 5 月 1 日 
村制施行 

大正元年 11 月 8 日 
町制施行 

昭和 25 年 4 月 1 日 
市制施行 

明治22年4月 
市制・町村制施行時以降 

平成 18 年３月 20 日 
合併 

≪高原町≫ 

≪野尻町≫ 

現在に至る 

現在に至る 

現在に至る 

高原町 

昭和９年 10 月５日 
町制施行 

昭和 23 年 4 月 1 日 
紙屋村と分村 

小林市 

明治 22 年 5 月 1 日 
村制施行 

明治 22 年 5 月 1 日 
村制施行 

野尻町 

昭和 30 年２月 11 日 
紙屋村と再合併、町制施行 

野尻村 

紙屋村 

野尻村 

高原村 

須木村 

小林市 
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〈高原町〉 

高原町は天孫降臨の伝説で知名度の高い霊峰高千穂峰をは

じめとする霧島山麓の美しい自然に恵まれ、古代神話にまつわ

る伝承を受け継ぐふるさととして「神武の里」づくりを進めて

います。また、全国的に進められている「日本で最も美しい村」

連合に加盟し、農山村の景観や環境を守る活動を展開し、国内

外に情報発信しています。さらには畜産の振興に努め、日本一

の肉用牛づくりを進めているほか、県が造成した宮崎フリーウ

ェイ工業団地への企業誘致を広域連携を図って進めています。 

〈野尻町〉 

野尻町は「一度は行ってみたい町・住んでみたい町・住んで

よかった町」を目指して、農業と観光のまちづくりを進めてい

ます。農業面では、本地域共通の畜産の振興に加えて、施設園

芸に積極的に取り組み、県内一の生産量を誇るメロン、近年で

は完熟マンゴーなどが特産品となっています。観光面では総合

レジャー施設“のじりこぴあ”や“道の駅ゆ～ぱるのじり”等

を整備し誘客しています。また、交通の要衝にあるという地の

利を活かした大規模宅地分譲事業にも取り組んでいます。 
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（３）交通 

国道 221 号、223 号、265 号、268 号及び宮崎自動車道な

どの広域交通網が小林市を中心に放射状に整備されており、小林

市と高原町・野尻町を結ぶほか、広域的に宮崎市、鹿児島市、熊

本市などの地方中核都市や九州自動車道、東九州自動車道、宮崎

空港、鹿児島空港などと連絡しています。 

また、鉄道は、日豊本線に接続する都城と肥薩線に接続する吉

松を結ぶ 61.6km のＪＲ吉都線が市内を通っており、主に通学

の手段として利用されています。 

<本地域の広域交通網図> 
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<本地域の概要図> 
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（４）人口と世帯 

本 地 域 の 人 口 は 、 国 勢 調 査 の 合 計 で み る と 、 平 成 ２ 年 の

65,464 人から、平成 17 年には 60,443 人へと 5,021 人の減

少となっています。平成２年から平成 17 年の 15 年間における

人口は、年平均 0.5％の減少傾向で推移してきています。 

また、年齢別にみると、14 歳以下の年少人口比率は平成２年

の 20.6％から平成 17 年には 13.9％へ減少、一方、65 歳以上

の老年人口比率は、平成２年の 16.4％から平成 17 年には

28.2％と増加しており、少子高齢化の傾向は本地域においても顕

著に現れています。なお、高齢化率は、国の平均（20.1%）及び

県平均（23.5%）の数字を上回っています。 

さらに、15 歳から 64 歳の生産年齢人口は、平成２年の 62.9％

から平成 17 年には 57.9％に減少しています。 

世帯数は、平成２年の 21,574 世帯から平成 17 年の 23,116

世帯へ増加し、一世帯当人数は、平成２年の 3.03 人から平成 17

年の 2.61 人となっており、核家族化、世帯の多様化の傾向がう

かがえます。 

<人口・世帯数の推移（１市２町計）> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  資料：国勢調査 
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<一世帯当たり人数の推移（１市２町計）> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  資料：国勢調査 

 

 

<年齢階層別割合の推移（１市２町計）> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）年齢不詳があるため、合計が必ずしも 100％にならない場合がある。  

  資料：国勢調査 
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（５）産業 

①産業別就業人口 

本地域の就業構造を平成 17 年の国勢調査結果でみると、第

1 次産業が 7,481 人（24.5％）、第２次産業が 6,346 人

（20.7％）、第３次産業が 16,527 人（54.0％）となってい

ます。 

第１次産業の割合は国の 4.8%、県の 12.7％を大きく上回

っており、基幹的産業となっている様子がうかがえますが、平

成２年に比べ、平成 17 年では 6.5％減少しています。一方、

第３次産業の割合は、平成２年に比べ 10.3％の増加となって

います。 

<産業別就業者割合の推移（１市２町計）> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）分類不能があるため、合計が必ずしも 100％にならない場合がある。  

  資料：国勢調査 

②産業の状況 

〈農業〉 

本地域は畜産を中心に農業を基幹産業として発展してきま

したが、近年はメロンや完熟マンゴーにみられるように畜産、

園芸などを組み合わせた複合経営に移行しつつある状況です。 

今後西諸地区畑地かんがい事業の進捗等に合わせ、一層付加

24.5

24.8

26.9

31.0

20.7

24.0

26.0

25.3

54 .0

51 .1

47.1

43.7

0.0 20.0 40.0 60 .0 80.0 100.0

平成17年

平成12年

平成７年

平成２年

（％）

第１次産業 第２次産業 第３次産業
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価値の高い農業経営に取り組み、後継者や新規就農者が育つ農

業にしていく必要があります。 

<主要農作物> 

 １位 ２位 ３位 ４位 ５位 ６位 

小林市 肉用牛 豚 生乳 ブロイラー 米 メロン 

高原町 肉用牛 ブロイラー 豚 生乳 米 鶏卵 

野尻町 肉用牛 ブロイラー 豚 メロン ひな 米 

（平成 17 年農業産出額上位６位） 資料：宮崎県生産農業所得統計 

 

〈商工業〉 

商業については小林市市街地及び幹線沿道に集中していま

すが、魅力ある地元商店街を形成するため商業環境の整備に努

めていく必要があります。 

<卸小売業> 

 商店数 従業員数（人） 年間商品販売額（万円） 

小林市 652 3,597 8,093,857 

高原町 121 475 582,064 

野尻町 102 427 662,337 

（平成 16 年商業統計結果より） 資料：県統計調査課「宮崎県の商業」 

 

工業については、地域産業としては木材・家具や食品加工業

等の中小企業が中心ですが、宮崎フリーウェイ工業団地や平川

工業団地への企業立地の促進を目指して企業誘致対策の充実等

を検討し、地域の働く場の拡充に努めていく必要があります。 

<主要製造業> 

 １位 ２位 ３位 ４位 

小林市 家具 23 木材 22 食料品 20 飲料・たばこ 10 

高原町 木材 9 食料品 5 家具 5 金属 5 

野尻町 金属 7 食料品 5 木材 4 窯業・土石 3 

（平成 17 年事業所数の上位４業種） 資料：県統計調査課「事業所・企業統計調査」 

 

〈観光〉 

各市町とも観光振興をまちづくりの中核に位置づけ、豊かな

自然や温泉、歴史文化等を活かして観光施設整備や体験型観光

の充実などに努めています。今後とも、ますます激しくなる地
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域間競争に打ち勝っていくために、各施設・イベントのネット

ワーク化や環霧島の広域ネットワーク化の推進、さらには高原

町で取り組んでいる「日本で最も美しい村づくり」等と連携し

た情報発信機能の拡充等を図って、国内外からの入込客を格段

に増やしていく必要があります。 

（６）医療・福祉・生活環境等 

①医療・福祉 

本地域には小林市市民病院、高原町立病院をはじめ、民間も

含めて 13 の病院、44 の診療所が立地しています。さらに福

祉面では 27 の保育所、５つの特別養護老人ホーム等が整備さ

れています。今後一層医療施設間の連携や医療と保健福祉の連

携強化等に努め、安心して生涯を託せるまちづくりを進めてい

く必要があります。 

<医療・福祉の施設数> 

 病院 診療所 歯科 保育所 
養護老人
ホーム 

特別養護
老人ホー

ム 

老人デイ
サービス
センター 

小林市 10 36 14 18 1 3 16 

高原町 1 7 4 5 1 1 3 

野尻町 2 1 2 4 0 1 3 

（医療は平成 18 年 12 月、福祉は平成 20 年４月現在） 

  資料：県医療薬務課資料及び県長寿介護課資料 

 

②生活環境 

生活環境面では、各市町とも上水道普及率やごみ収集率は

100％近く整備されていますが、下水道普及率・ごみリサイク

ル率ではいずれも 50％以下となっています。また道路改良率

は、行政面積や地形等にもよりますが、各市町で相違がみられ

ます。今後は下水道整備（公共下水道のほか農業集落排水、合

併処理浄化槽を含む）やごみリサイクル率の向上等に重点的に

取り組み、地域環境の一層の充実に努めていく必要があります。 
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<公共施設整備状況> 

 
道路 

改良率 
道路 

舗装率 
上水道 
普及率 

下水道 
普及率 

ごみ 
収集率 

ごみリサイ
クル率 

小林市 37.7% 82.3% 97.1% 48.5% 94.3% 39.9% 

高原町 54.9% 93.3% 99.6% 44.1% 100.0% 27.0% 

野尻町 80.3% 91.8% 95.8% 40.8% 100.0% 32.1% 

（下水道は平成 18 年、他は平成 17 年現在） 

（注）下水道普及率には、下水道、農業集落排水及び合併浄化槽を含む。 

   ごみリサイクル率＝資源ごみの量÷ごみ収集量（一般のリサイクル率とは異なる） 

  資料：「みやざきの市町村」及び環境省「一般廃棄物処理実態調査」 
 

③教育・文化・スポーツ 

教育・文化・スポーツ施設については、各市町とも基本的に

整備されています。今後は住民ニーズに即した設備等の更新や

施設運営・活用内容の充実に努めていく必要があります。 

<教育・文化・スポーツ施設数> 

 幼稚園 小学校 中学校 高校 
特別支
援学校 

公民館 図書館 
多目的 
運動広

場 
体育館 

野球
場・ソ
フトボ
ール場 

小林市 6 11 8 4 1 1 1 6 9 2 

高原町 1 4 2 1 0 1 0 1 3 1 

野尻町 1 3 2 0 0 2 0 4 3 0 

（平成 19 年４月現在）  

 資料：県統計調査課「学校の現状」、県教育委員会生涯学習課「宮崎県の生涯

学習・社会教育」、県教育委員会スポーツ振興課「宮崎県の体育・スポーツ」 

（７）行財政 

１市２町の職員数（一般職員）は 580 人で、職員 1 人当たり

の住民数は 104.2 人となっています。 

<本地域の職員数（平成２０年度）> 

  (単位:人) 

区分 小林市 高原町 野尻町 １市２町計 

職員総数 517 178 110 805 

一般職員数 351 123 106 580 

職員１人当たり住民数 117.2 86.4 81.8 104.2 

（注）職員１人当たり住民数は、一般職員数の平成 17 年国勢調査人口に対するものである。   

資料：一般職員数は平成 20 年度一般会計予算書 

職員総数は各市町調(平成 20年 4月 1日現在） 
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１市２町の議員数は４4 人で、議員 1 人当たりの住民数は

1,373.7 人となっています。 

<本地域の議員数（平成２０年度）> 

   (単位:人) 

区分 小林市 高原町 野尻町 １市２町計 

議員数 24 10 10 44 

議員１人当たり住民数 1,714.6 1,062.3 867.0 1,373.7 

（注）議員１人当たり住民数は、議員数の平成 17 年国勢調査人口に対するものである。

 資料：平成 20 年度一般会計予算書 

 

平成 20 年度の義務的経費の割合は小林市が 52.0％、高原町

では 56.9％、野尻町では 47.8％となっています。 

また、投資的経費については、小林市は 8.9％、高原町は 8.9％、

野尻町は 19.3％となっています。 

<本地域の財政> 

 (単位:千円,％) 

区分 小林市 高原町 野尻町 １市２町計 

平成 18 年度 18,695,857 5,498,877 5,678,761 29,873,495 

平成 19 年度 18,773,975 4,904,282 5,009,444 28,687,701 歳入総額 

平成 20 年度 16,633,000 4,735,000 4,736,000 26,104,000 

平成 18 年度 18,411,476 5,399,831 5,482,266 29,293,573 

平成 19 年度 18,501,204 4,843,355 4,836,762 28,181,321 歳出総額 

平成 20 年度 16,633,000 4,735,000 4,736,000 26,104,000 

平成 18 年度 46.9 46.7 38.7 45.3 

平成 19 年度 46.8 55.6 46.2 48.3 
義務的経

費の割合 
平成 20 年度 52.0 56.9 47.8 52.2 

平成 18 年度 18.0 16.6 28.7 19.7 

平成 19 年度 12.9 6.8 20.9 13.2 
投資的経

費の割合 
平成 20 年度 8.9 8.9 19.3 10.8 

資料：地方財政状況調査（平成 18 年度）、決算見込（平成 19 年度）、一般会計予算書 

（平成 20 年度） 

(注 1)義務的経費の割合：義務的経費(人件費、扶助費、公債費の合計)÷歳出総額×100 

(注 2)投資的経費の割合：投資的経費(普通建設事業費、災害復旧事業費)÷歳出総額×100 
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<本地域の住民 1 人当たりの歳入・歳出額（平成２０年度）> 

  (単位:千円,人) 

区分 小林市 高原町 野尻町 １市２町計 

住民１人当たり歳入・歳出額 404.20 445.73 546.25 431.88 

平成 17 年度国勢調査人口 41,150 10,623 8,670 60,443 

（注）住民１人当たり歳入額・歳出額は、平成 20 年度一般会計予算書の歳入総額・歳出

総額を平成 17 年国勢調査人口で除したものである。 

  資料：平成 20 年度一般会計予算書 

 

平成 18 年度の決算で、本地域の経常収支比率をみると、小林

市は 95.9％、高原町は 93.８％、野尻町は 92.2％と財政構造の

硬直化が進んでいることがうかがえます（８ページ表〈財政指標

（平成 18 年度）〉参照）。 
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２．住民のニーズと期待 

合併に対する期待や心配、新市の将来イメージなどについて、

住民の意向を把握するため、平成 20 年５月に住民アンケート調

査を実施しました。調査対象は、小林市・高原町・野尻町に居住

する 18 歳以上の男女の方々で、あわせて 3,000 名の方に調査

を依頼した結果、1,204 票の回答（回収率 40.1％）が得られま

した。以下、この結果をもとに住民の皆さんのニーズと期待を分

析し、まとめました。 

（１）まちの現状の評価 

現在、お住まいのまちの生活環境について、26 項目にわたっ

て現状の満足度をお聞きしましたが、「やや不満」「不満」の回答

が多かった順に上位 15 項目を示すと以下のとおりとなりました。 

<お住まいのまちの生活環境：不満の大きい上位 15 項目> 

（単位：％） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者数=1204

8.2

4.7

12.5

4.8

5.4

4.2

13.0

8.5

15.6

13.2

7.9

15.1

12.2

23.8

27.7

35.5

41.0

43.4

44.8

38.3

52.2

39.1

43.9

54.0

44.4

61.9

46.6

63.9

2 6 . 4

2 6 . 2

1 7 . 8

2 0 . 5

1 9 . 1

1 8 . 6

2 0 . 3

1 6 . 5

1 9 . 9

12.0

9.1

9.0

8.7

6.1

9.3

5.3

5.9

5.2

5.7

5.7

5.3

4.5

13.5

2.8

2.4

10.9

4.3

10.9

5.9

1.7

3.7

4.5

0.7

2.0

7.5

3.6

3.6

1.7

3.9

3 4 . 6

2 9 . 6

2 7 . 6

3 3 . 2

3 3 . 6

2 0 . 8

12.0

14.3

22.0

35.5

31.0

13.4

11.4

10.9

2.8

2.2

2.5

2.4

2.1

2.9

3.0

1.9

3.7

雇用の場の確保

公共交通機関の便利さ

情報通信網の整備状況

観光基盤の整備状況

商業基盤の整備状況

保健・医療サービス

や施設整備の状況

道路や歩道の整備状況

福祉・介護サービス

や施設整備の状況

ごみ処理・リサイクル状況

公園・緑地・広場の整備状況

保育・子育てサービス

や施設整備の状況

騒音・振動・悪臭などの環境

コミュニティ活動や施設整備の状況

下水・排水・し尿の処理状況

住民参画によるまちづくりの状況

満足 やや満足 普通 やや不満 不満 無回答
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「雇用の場の確保」、「公共交通機関の便利さ」、「情報通信網の

整備状況」、「観光基盤の整備状況」などへの不満が大きく、“交

通・情報”と“産業・雇用”が住民にとって最大の課題と認識さ

れていることがうかがえます。 

（２）合併で期待すること、不安なこと 

合併した際に期待することについては、「行政経費の削減や行

財政運営の効率化」と「イメージアップによる企業誘致、若者の

定住促進」の２つがほぼ同率で１位と２位を占めています。次い

で「広域的視点からの施策展開」や「広域的な視点での公共施設

の効果的な整備」など、より大きな視点に立った新しいまちづく

りへの期待が示されています。 

<合併で期待すること（複数回答）> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一方、合併で不安なことについては、「きめ細かなサービスが

受けにくくなる」と「一部地域だけが発展し他地域が取り残され

る」の２つが６割以上の高率で１位、２位を占めて、これらへの

強い懸念が示される結果となっています。 

次いで、「連帯感が薄れ地域社会形成がむずかしくなる」と、「文

化や伝統などの地域性がなくなる」が、３位、４位で続いており、

これまでに長年にわたって築いてきた地域の伝統や文化などが

薄れていくことへの懸念も強いものがみられます。 

％

65.4

47.6

37.0

32.3

23.3

8.2

66.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80

行政経費の削減や行財政運営の効率化

ｲﾒｰｼﾞｱｯﾌﾟによる企業誘致、若者の定住促進

広域的観点からの施策展開

広域的な視点での公共施設の効果的な整備

行政サービスの高度化、多様化

質の高い施設整備や大規模事業の実施

その他

回答者数=1204
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<合併で不安なこと（複数回答）> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）新市の将来イメージ 

合併した際の、新市として目指すべき将来イメージについてお

聞きしたところ、第１位は「保健・福祉のまち」、第２位は「雇

用機会の豊富なまち」、第３位は「すみずみまで行政の手が届く

やさしいまち」という３つの将来イメージが上位を占める結果と

なっています。 

次いで自然環境を大切にするまち、安全なまち、子どもが健全

に育つまちなどが続く結果となっています。 

<新市の将来的なまちづくりのイメージ：上位７項目（複数回答）> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

％

60.3

37.0

29.8

23.9

20.7

16.8

10.5

66.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80

きめ細かなサービスが受けにくくなる

一部地域だけが発展し他地域が取り残される

連帯感が薄れ地域社会形成がむずかしくなる

文化や伝統などの地域性がなくなる

合併後の役所が遠くなり不便になる

都市化で自然環境が損なわれるおそれがある

議員数減少で住民意見が反映されにくくなる

その他

回答者数=1204

％

38.9

34.3

25.7

25.6

24.6

19.9

45.8

0 10 20 30 40 50 60

保健・福祉のまち

雇用機会の豊富なまち

すみずみまで行政の手が届くやさしいまち

緑豊かな自然環境を大切にするまち

交通事故、犯罪の少ない安全なまち

子どもたちが地域で健全に育つまち

自然と調和した農林水産業の盛んなまち

回答者数=1204
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（４）新市として優先的に取り組むべき施策 

合併した際に、新市として優先的に取り組むべき具体的な施策

についてお聞きしたところ、上記の将来イメージの結果と対応し

て「地域保健医療体制や救急医療体制の充実」と「企業誘致、商

業の振興など地域経済の活性化」が１位、２位を占める結果とな

りました。次いで「若者の定住促進」、「福祉サービスの充実」、「子

育て支援体制の充実」等が上位を占めています。 

<新市として優先的に取り組むべき施策：上位 15 項目（複数回答）> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

％

36.3

26.0

25.2

16.4

12.9

12.5

12.1

11.8

11.5

10.7

9.7

9.6

7.1

6.8

36.5

0 10 20 30 40 50

地域保健医療体制や救急医療体制の充実

企業誘致、商業の振興など地域経済の活性化

若者の定住促進

福祉サービスの充実

子育て支援体制の充実

公共交通機関の充実

豊かな自然環境の保全・活用

ごみ収集・リサイクル体制の整備

農林水産業の振興

交通安全施設及び防犯施設の充実

学校教育・教育環境・施設の充実

道路網整備による交通利便性の向上

住民と一体となったまちづくりの推進

地域の特性に応じた土地利用の推進

行政サービス提供システム等の整備・充実

回答者数=1204
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（５）住民ニーズの反映 

以上の調査結果から、新市のまちづくりにあたっては、 

○新市の自治体は行政運営にあたって経費の削減に努めること 

○行政・福祉・医療サービスは、低下しないよう努めること 

○公共施設の相互利用など、新市全体で各施設の効率的な活用を

図ること 

○中心部だけが発展し、周辺部が取り残されることがないよう新

市全体の均衡ある発展に努めること 

○先人達によって長年にわたって培われてきた各地域の伝統、文

化は新市になっても尊重すること 

○公共交通機関や情報通信網の整備充実に努めること 

○広域的な視点に立った施策展開を充実し、特に企業誘致や観光

開発など新しい産業開発に取り組み、雇用の場の拡充に努める

こと 

○全国に誇れる歴史文化や美しい自然景観等を生かして新市とし

てのイメージアップに努めるとともに、子育て支援の充実など

若者のニーズに即した施策展開を進め、若者の定住促進を図る

こと 

などが大きな住民ニーズとして把握されました。 

これらは新市として取り組むべき施策内容に反映させるなど、

住民ニーズに即したまちづくりに活かしていくこととします。 
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３．本地域の特性と課題 

（１）本地域の特性 

新市としてのまちづくりの方向性を定めるためには、長所や個

性を一層際立たせ、さらに磨きあげていく視点に立ち、本地域の

財産である特性・資源をあらためてとらえ直す必要があります。

今後のまちづくりに生かすべき代表的な特性・資源は、以下のと

おりです。 

①本地域は、交通条件が整備された県西部及び南九州の中

心都市です 

小林市市街地を中心に、国道 221 号、223 号、265 号、

268 号及び宮崎自動車道などの広域交通網が放射状に整備さ

れているとともに、小林インターチェンジ・高原インターチェ

ンジがあり、宮崎市、鹿児島市、熊本市などの地方中核都市と

連絡して、本地域の交通の拠点性を高めています。さらに、イ

ンターチェンジに隣接して大規模な工業用地も整備されており、

広域交通の拠点性は本地域の新しい発展可能性を導く大きな資

源といえます。 

②本地域は、農業を基幹に発展し、わが国食料供給基地の

一角を担っています 

本地域は伝統的に農業を中心に発展してきました。日本一と

評価も高い肉用牛などの畜産のほか、米、野菜などを生産し、

南九州の食料供給基地としての役割を担うとともにメロン、完

熟マンゴー、栗、ゆずなどの多様な特産物を産出しています。

今後、西諸地区畑地かんがい事業の進捗や地域内に立地してい

る県畜産試験場や農業試験場などと連携した先端農業技術・バ

イオマス（動植物から生まれるエネルギー資源）技術の導入等

により、一層その機能の拡充を図っていくことが可能です。 
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③本地域は、優れた自然環境を有しています 

本地域には、霧島山系を代表する名峰高千穂峰や韓国岳、こ

れらを源とする豊富な湧水、緑豊かな高原
こうげん

と湖、清らかな渓流

美を誇る河川とその流域に広がる優良農地など豊かな自然に

恵まれており、未来に残すべき美しい自然景観を有しています。

「日本で最も美しい村づくり」などで国内外に向けての情報発

信機能も強化されつつあり、優れた自然環境は本地域の最大の

地域資源といえます。 

④本地域は、高原
こうげん

性リゾート地としての観光資源が多彩です 

交通の要衝であることの他、本地域には観光資源が多数あり

ます。 

霧島連山や生駒高原、出の山公園、三之宮峡、すきむらんど、

御池野鳥の森、皇子原公園、のじりこぴあなどの景勝地、農山

村としての景観や湯量が豊富な温泉等々、多様な交流を促進す

る資源が多彩であり、国内外からの交流客を呼びこむ観光活用

の可能性を有しています。 

⑤本地域は、貴重な歴史・文化資源に恵まれています 

本地域は、各地に伝承芸能や神話、歴史的・文化的資産が多

くあります。これらの地域が誇るべき文化財・郷土芸能の保

存・継承は重要であり、さらに埋蔵文化財も存在しており、こ

れらの活用による文化の香り高いまちづくりが期待されてい

ます。 

⑥本地域は、情緒豊かな人が住み、住民活動が活発なまち

です 

優れた自然や貴重な歴史・文化から醸し出される豊かな風

土・気候に育まれてきた住民性はフロンティア精神にあふれ、

ボランティア活動や生涯学習活動、地域福祉活動などの活発な

住民活動につながっており、今後のまちづくりにおいて積極的

に伸ばしていくべき本地域の優れた特性です。 
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（２）まちづくりの主要課題 

以上の現状把握から、本地域におけるまちづくりの主要課題は

次のように整理されます。 

①地域の特性を踏まえた快適な生活環境の形成 

持続可能な循環型の社会づくり、安全・安心を追求する時代

への対応、人々の定住促進に向け、優れた自然や貴重な歴史・

文化を有するまちとして、河川、森林、湖等の恵まれた自然環

境の保全・活用など環境・景観重視の特色あるまちづくりを進

めるとともに、美しくうるおいのある生活環境づくり、災害や

交通事故、犯罪のない安全・安心なまちづくりを推進し、自然

や歴史・文化と共生し、快適で安全・安心な暮らしが実感でき

る、だれもが住みたくなる居住環境づくりを進めていく必要が

あります。 

②少子高齢社会に対応したやさしいまちづくりの推進 

少子化に対応して、この地で子どもを育てたいと感じる人を

増やすとともに、子どもたちが地域に見守られながら成長でき

る社会をつくっていく必要があります。また、高齢化が進む中

で、高齢者が元気で安心して住み続けられる生活環境を確保す

るため、保健、医療・救急、福祉サービスの充実をはじめ、各

種行政サービスの質の向上を図っていく必要があります。 

③広域的な交通・立地条件を生かした産業機能の充実 

広域交通の要衝にあるという地理的優位性を生かして、農林業

の振興を図っていく必要があります。また、既存商店街の再生を

図るため、中心市街地の活性化に努めていく必要があります。 

さらに、宮崎自動車道小林インターチェンジ・高原インター

チェンジによる発展可能性を踏まえ、工業団地の活用等から物

流拠点の整備や新たな産業の立地促進、地域産業・観光の振興

等を図って、人・モノ・情報が活発に交流する活力あるまちづ

くりを進めていく必要があります。 
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④地域を支える多彩な人材の育成 

まちづくりには、まちづくりを支える多彩な人材が必要とな

るため、学校教育の充実や高等教育・専門教育機会の拡充等を

図って人材の育成を図っていく必要があります。また、住民ニ

ーズの多様化・高度化に対応して生涯学習環境の整備充実も重

要となります。 

さらに、各地域に伝わる歴史・文化資源、文化活動について、

改めて本地域の共通の財産として位置づけ、保護・振興を図る

とともに、新しい市民文化の創造を図っていく必要があります。 

⑤地域の活動を支える便利な生活基盤の整備 

定住人口・交流人口の増加と地域の一体的発展に向け、本地

域の優れた特性である交通立地条件を最大限に生かす視点に

立ち、住民の合意に基づく計画的かつ調和のとれた土地利用の

もと、人々が集う魅力ある市街地の形成をはじめ、道路・交通・

情報ネットワークの整備など、定住を促進する便利で秩序ある

都市基盤の整備を進めていく必要があります。 

⑥自律による地域づくりの推進 

各地域の特性、誇りや愛着を生かして、住民の一体感・連帯

感を醸成していく必要があります。 

また、行政は積極的な広報広聴活動・情報公開を行い、住民

と行政との参画・協働を進める必要があります。 

さらに、行政経営の視点から「さまざまな社会変化に柔軟に

対応する 21 世紀型自治体」の実現と市民自治を確立していく

必要があります。 
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第３章 主要指標の見通し 

１．人口・世帯  

①総人口の見通し 

平成２年から平成 17 年の国勢調査結果をもとに平成２年から

平成 17 年の４回と平成 12 年から平成 17 年の２回の結果に基づ

く２通りの将来人口の推計を行いました。いずれの結果において

も本地域の人口は今後も減少傾向が続くものと見込まれ、平成２

年から平成 17 年の４回の推計結果をもとに予測すれば、平成 31

年には 52,７00 人程度になると見通されます。 

②年齢階層別人口の見通し 

上記の総人口を想定した場合の平成 31 年における年齢階層別

人口は、年少人口は７,230 人（13.7％）、生産年齢人口は 27,050

人（51.3％）、老年人口は 18,420 人（35.0％）となると見込ま

れます。 

③世帯数の見通し 

平成 31 年における世帯数は 23,110 世帯になると予測され、

平成 17 年に較べて減少に転じ、一世帯当人数も 2.28 人まで減少

していくことが見込まれます。 

<人口等の見通し> 

（単位：人、世帯、人／世帯、％） 

年平均伸び率 年 

項目 
平成 17 年 平成 26 年 平成 31 年 

H17-H26 H26-H31 

総人口 60,443 55,900 52,700 △0.84 △1.14 

年少人口 8,392 7,640 7,230 

(14 歳以下） (13.9) (13.7) (13.7) 

△1.00 △1.07 

生産年齢人口 35,003 30,470 27,050 

(15～64 歳） (57.9) (54.5) (51.3) 

△1.44 △2.24 

老年人口 17,046 17,790 18,420 

 

(65 歳以上） (28.2) (31.8) (35.0) 

0.48 0.71 

世帯数 23,116 23,380 23,110 0.13 △0.23 

一世帯当人数 2.61 2.39 2.28 － － 

（注）総人口数には、平成 17 年に２人の年齢不詳を含む。 
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（単位：人、％）

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17,046

(28.2)

35,003

(57.9)

8,392

(13.9)

60,443

17,790

(31.8)

30,470

(54.5)

7,640

(13.7)

55,900

18,420

(35.0)

27,050

(51.3)

7,230

(13.7)

52,700

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

平成17年 平成26年 平成31年

年少人口
(14歳以下）

生産年齢人口
(15～64歳）

老年人口
(65歳以上）

単位：人



第３章 主要指標の見通し  

35 

２．就業構造  

本地域の就業構造を平成 17 年の国勢調査結果でみると、第 1

次産業 7,481 人（24.5％）、第２次産業 6,346 人（20.7％）、

第３次産業が 16,527 人（54.0％）となっていますが、先述の将

来推計人口を想定すると、平成 31 年における就業構造は、第１

次産業は 5,220 人（18.3％）、第２次産業は 4,940 人（17.4％）、

第３次産業は 18,310 人（64.3％）程度になると見込まれます。 

〈就業構造〉 

（単位：人、％）  

年平均伸び率 年 

 

項目 

平成 17 年 平成 26 年 平成 31 年 
H17-H26 H26-H31 

就業人口総数 
30,592 29,250 28,470 △0.49 △0.53 

7,481 5,910 5,220 
第１次産業 

(24.5) (20.2) (18.3) 
△2.33 △2.34 

6,346 5,530 4,940 
第２次産業 

(20.7) (18.9) (17.4) 
△1.43 △2.13 

16,527 17,810 18,310 

 

第３次産業 
(54.0) (60.9) (64.3) 

0.86 0.56 

就業率 50.6 52.3 54.0 － － 

（注）平成 17 年の就業人口総数には、238 人の分類不能を含む。 

（単位：人、％）  
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第４章 新市まちづくりの基本方針 

１．基本理念 

 

 

 

 

 

新市の個性を生かし、それぞれの地域が自立しながら連携（融

和）して、新たなまちの歴史をつくっていくことが、これからの

まちづくりの基本課題となっています。 

新市は、南西部の霧島山系及び北部の九州山地の山岳、緑豊か

な森林や高原
こうげん

と湖、清らかな渓流美を誇る河川とその流域に広が

る優良農地、湯量が豊富な温泉資源や由緒ある歴史文化などの個

性的な地域資源に満ち溢れています。 

これらの自然や緑を背景として、優れた特産品が生まれるとと

もに、霧島山系を代表する名峰高千穂峰をはじめ韓国岳、御池、

野尻湖などの自然系の観光・レクリエーション資源や人々の生活

と結びついた個性豊かなイベントや祭事など、歴史に培われた伝

統・文化などが数多くあります。 

これらの豊かな自然と共生しながら、営々と培われてきた西諸

地域の歴史・文化を継承しつつ、快適な住環境づくりや市民の融

和と新たなコミュニティづくりを通して、多様な価値観の人々が

ともに生活できる環境づくりを行うことが重要です。 

こうした中で、新市は宮崎自動車道や国道などの広域交通基盤

の整備が進み、豊かな自然や農業と共生したまちとして、発展の

可能性がますます高くなっています。 

これらの優れた資源と可能性を改めて見直し、新たなまちづく

りに総合的に活用することで、新市のこれからの可能性が見えて

きます。 

この可能性を最大限に活用するため、地域資源を生かしながら、

そこに住むすべての人々がまちづくりに参画し、それらが活力と

人々の知恵と融和で築くまちづくり 

基本理念 
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なり、市民一人ひとりの知恵と融和の精神が新しいまちを創造し

て、幾世代にもわたって受け継がれ永遠に発展する「人々の知恵

と融和で築くまちづくり」を目指します。 

そのため、新市を構成する各地域がそれぞれの個性を発揮して

機能分担を図り、それらが連携（融和）することによって、都市

としての総合的な機能を強化するとともに、長い歴史の中で培わ

れてきた地域の固有資源を保全及び活用して将来に継承し、持続

的に発展する社会システムを形成します。 

また、このようなまちづくりを推進していくため、自立したコ

ミュニティの中で市民が知恵を出し合い、融和の精神をもって共

生、交流、協働しながら、市民と行政がともに手をたずさえてま

ちづくりを進めることができる仕組みをつくり、市民の多様な意

向をくみ取り、市民の視点に立った施策を進めます。 

 



第４章 新市まちづくりの基本方針  

38 

２．将来都市像 

新市は、緑の自然と豊かな台地や平野を背景として、悠久の歴

史に培われた伝統・文化や優れた産業を有しています。 

将来にわたって、これらの豊かな自然と共生し、歴史に裏打ち

された地域資源を大切にするとともに、広域交通網を活用した南

九州中部の交流拠点都市として、まちが元気にあふれ、みんなが

活気に満ちたまちづくりを進めます。 

したがって、新市の将来像を以下のように設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

霧島の麓に人・産業・歴史・自然が息吹き 

元気あふれる交流都市 小林市 

◆「霧島の麓に人・産業・歴史・

自然が息吹き」とは 

新市の個性豊かな｢人｣と｢産

業｣、｢歴史｣、｢自然｣などの地域

資源が相互にからみ合いながら、

いきいきとしたまちづくりを進

めていくことを意味します。 

◆「元気あふれる交流都市」とは 

｢健康で前向きな人｣、｢活力に

満ちた産業｣、｢悠久の歴史｣、｢豊

かな自然｣が元気にあふれ、子ど

もから大人まですべての人が自

分たちのまちに誇りを持ち、新

市内外の人やまちと盛んに交流

する都市を意味します。 

 

自然 

 

産業 

  

 

 

歴史 

人 

人々の知恵と融和で築くまちづくり 
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３．将来像実現のための基本方針 

まちづくりの基本理念をもとに、新市が抱える主要課題に応え

ながら、将来像を実現するため、まちづくりの基本方針を次の６

つとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）自然と共生する美しい安心安全のまち 

山岳、森林、高原
こうげん

、河川などの自然や農地の緑の中で、多様な

生物が息づく豊かな生態系が形成された環境を大切な財産とし

て保全します。特に新市北部及び南西部の緑豊かな森林は、今後

とも保全するとともに、北部の九州山地については多様な樹種を

植栽して美しい一大パノラマ景観の形成を図ります。 

また、人々の身近な生活空間に自然が満ち溢れ、その自然や緑

を背景とした美しい街なみを整備するとともに、地球温暖化物質

等の排出抑制、資源やエネルギーの有効利用、新エネルギーの導

入などを通して、生活・産業などのすべての人間活動と自然環境

が調和した持続可能な循環型社会を構築し、人と自然が将来にわ

たって共生するまちを目指します。 

さらに、美しいまちづくり、特に、ごみ処理をはじめ、上下水

道などの生活基盤の充実を通して、あらゆる世代の市民が安全で、

安心して多様な生活スタイルを享受できる生活環境を整備し、生

 

①自然と共生する美しい安心安全のまち 

②助け合いともに生きる生涯現役のまち 

③地域の活力を創出する産業交流のまち 

④個性あふれ次代を担う学習文化のまち 

⑤住む喜びを実感できる生活優先のまち 

⑥語らいとふれあいある参画協働のまち 

まちづくりの基本方針 
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涯にわたって快適に暮らせるまちを目指します。 

中でも、風水害や地震などの災害及び多様化する犯罪からの安

全を確保し安心して生活できるまちを目指します。 

 

（２）助け合いともに生きる生涯現役のまち 

高齢社会を迎えて、保健・医療・福祉体制の充実と、地域ぐる

みで高齢者や要支援者等への支援を行うとともに、地域の実情に

合わせた施設の配置と各施設のネットワークを図り、市民にとっ

て身近でしかも高度な対応が可能となる環境づくりを推進しま

す。 

また、介護予防の観点から国が取り組む「健康日本２１」の理

念の啓発などにより、病気になる前の健康対策の充実、介護保険

制度の十分な活用と介護保険対象外サービスを充実するととも

に、ノーマライゼーション（だれもが等しく同じ環境で暮らすこ

とが普通とする考え方）思想の啓発と地域環境のバリアフリー

（無障壁）化を図ります。 

さらに、どのように子育てをしたらよいのか分からない人への

情報提供などを行い、地域ぐるみでの子育て支援体制づくりを進

め、安心して子どもを産み育てる環境を整備します。 

併せて、交流や助け合い活動を通して、みんなが心身ともに安

心して、しかも、生きがいをもって暮らせるまちを目指します。 

 

（３）地域の活力を創出する産業交流のまち 

産業の活性化による就業の場の創出と若者定住は、まちの活力

の源泉です。そのため、新市特有の気候、地形、土壌、水と緑な

どの自然的条件や南九州中部に位置し、九州縦貫自動車道や宮崎

自動車道などの交通基盤が整備された地理的条件などを生かし

て、様々な産業が花を咲かせることが重要です。 

農林水産業は、生産基盤の整備と生産物のブランド（銘柄の確

立）化や高付加価値化を図るとともに、多面的な機能を生かし、
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グリーンツーリズム（農村体験活動）の展開など、「農」、「林」、

｢水産｣が地域資源と連携した新しい稔り豊かな産業へと発展を

図ります。 

市民の雇用と生活の安定に寄与してきた地場産業は、広域的・

総合的な視点に立って、企業間の連携を図り、知恵と工夫により

新たな枠組みを構築して振興を図ります。 

また、歴史に裏付けされた地域資源を見直し、産業の活性化に

生かすとともに、新しい技術や活力ある企業の誘致を進め、雇用

の場の創出や地域資源と結びついた新市のブランドの確立など

を通して活力に満ちたまちを目指します。 

観光については、各地域の豊かな自然や温泉、歴史文化などの

観光資源に加えて特色ある農産品や総合運動公園等を総合的に

活用して、滞在型・体験型の自然系観光・レクリエーションのま

ちを目指します。中でも、スポーツ合宿の誘致などを通した健

康・スポーツランドづくりを推進します。 

 

（４）個性あふれ次代を担う学習文化のまち 

若者の地域定着を図り、学校を核として、ふるさとづくりをす

る『子どもを生み育てるまちづくり』を進めることが大切です。 

学校教育については、目標を持ち、未来をたくましく生き抜く

子どもの育成を推進します。 

生涯学習については、まちづくりの拠点となる公民館などの施

設や高齢者、ボランティア、NPO などの人材を有効に活用した

“いつでも・どこでも・だれでも”学習できる生涯学習や文化活

動の支援とスポーツ・レクリエーション活動の受け皿となるスポ

ーツ施設や学校施設の有効利用などを推進します。 

特に、将来を担う子どもたちの人格形成の場としてふさわしい

環境を整備するとともに、新市の将来を担う地域のまちづくりリ

ーダーを育成し、自分たちのまちに誇りをもってみんながいきい

きと暮らせるまちを目指します。 

また、地域の歴史に培われた地域文化資源の掘り起こしやその
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価値の見直し、それらの文化資源のネットワーク化などを通して、

歴史と文化が薫るまちづくりを推進するとともに、地域の伝統や

文化などの伝承活動の活性化をはじめとする支援体制を充実し

ます。 

さらに、広域交通基盤の整備が進み、地方ならではの豊かさが

見直される中、文化・スポーツ・産業・観光など各分野での個性

あふれる多彩な地域間交流、国際的な交流を推進します。 

 

（５）住む喜びを実感できる生活優先のまち 

地域の個性的な資源を生かしながら、それぞれの地域が自分た

ちの役割を認識し、連携することによって、新市の豊かな地域資

源と都市機能が調和したまちを目指します。また、都市化に対応

した土地利用、都市基盤、情報通信基盤などの市民の生活を支え

るまちづくりを推進します。 

さらに、複雑多様化する市民の生活ニーズに対応した中心市街

地の活性化、新市の生活拠点間を結ぶ道路と宮崎自動車道や国道

などの広域幹線道路とのバランスのとれた道路ネットワーク、地

域間を結ぶ公共交通機関などの都市基盤の充実やバリアフリー

化を図り、すべての人にやさしく安全でしかも快適な都市環境が

整ったまちを目指します。 

 

（６）語らいとふれあいある参画協働のまち 

地方分権下におけるこれからのまちづくりは、積極的な行政情

報の提供や市民ニーズの把握など、市民と行政の情報共有を図り

ながら進めることが大切です。 

市民ニーズが多様化・高度化する今日、コミュニティの再生・

活性化支援、行政への市民参画の推進、ボランティア・ＮＰＯ活

動の推進・支援、そして男女がよきパートナーとして活躍できる

男女共同参画の推進、人権の尊重など、その取組みへの期待もま

すます高まっています。 
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このような視点を踏まえ、市民と行政が信頼関係を築いた上で

一体となって取り組む“協働のまちづくり”を進め、市民生活に

密着した効果的な事業の展開と市民の満足感を高めるまちづく

りを目指します。 

さらに、将来にわたって充実した市民サービスを提供するため、

積極的に行政改革を推進することはもちろん、自主財源の確保に

努め、財政の基盤強化と健全化を目指します。 
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第５章 土地利用 

１．土地利用の基本方針 

（１）土地利用に際しての共通視点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新市は、南西部は風光明媚な霧島山系、北部は九州山地の山林、

そこに源を発する大小の河川が清らかな渓流を形成するととも

に、稔り豊かな丘陵や平野を潤しています。これらの自然がもた

らす恵みは、新市の貴重な財産として未来に引き継いでいく必要

があります。 

このような自然環境を背景に、山間部の豊富な森林資源や河川

が形成する流域の肥沃な農地を生かした農林水産業の振興をは

じめ、山岳部及び高原
こうげん

部でのレクリエーション資源の整備など新

しい地域産業の展開が図られています。 

また、新市は広域幹線交通基盤である宮崎自動車道や国道 221

号、223 号、265 号、268 号をはじめとして、主要な県道や市

道、農林道などで市内拠点及び市外の市町村とつながっています。

これらの広域的な交通基盤整備を活用し、新市の個性的な地域資

土地利用に際しての共通視点 

□新市の背景となっている山間部、丘陵部や平野部、河川・湖な

どの自然環境を保全及び有効利用して、人と自然が共生するた

めの土地利用を推進します。特に山岳及び高原
こうげん

レクリエーショ

ン資源の保全と利活用を図ります。 

□地域内資源を最大限に有効活用することを基本として、新市の

様々な社会経済活動を実現するための土地利用を推進します。 
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源を生かして、新たな産業展開と活力に満ちた地域発展の期待が

高まっています。 

土地利用に際しての上記の共通視点を前提として、新市を大き

く都市的土地利用地域、農林水産業的土地利用地域及び自然的土

地利用地域の 3 つの地域とそれらをつなぐ地域内外連携軸から

構成されるものとして、土地利用の基本方針を以下に示します。 

 

（２）土地利用の基本方針 

■都市的土地利用地域 

都市的土地利用地域は都市的な機能を集積し、新市の都市的利

便性とにぎわいを満喫できる地域で、小林市街地、須木市街地、

高原市街地、野尻市街地、各国道沿線、宮崎自動車道のインター

チェンジ周辺などを中心としたエリアを想定しており、都市拠点

地域、商業地域、流通・新産業創出地域、住宅地域により構成さ

れています。 

 

①都市拠点地域 

都市拠点地域は地域の生活の核となる空間であり、従来から地

域の生活や文化の拠点として発展してきましたが、今後も公共サ

ービスの充実や住環境の整備に取組み、個性的な空間を実現する

地域として整備を図ります。 

②商業地域 

商業地域は小林市街地及び各国道沿線などで、官公庁をはじめ

民間商業施設が立地した地域です。今後も商業機能を充実し、新

市の商業地の形成を図ります。 

③流通・新産業創出地域 

宮崎自動車道小林インターチェンジ周辺及び高原インターチ

ェンジ周辺は交通の要衝であり、新市の流通及び新産業創出拠点

として誘導を図ります。 

また、物流施設や工場などの整備にあたっては極力用途の専用

化を図るとともに、周辺環境の保全を図るために必要な立地規制

も併せて行います。 
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④住宅地域 

住宅地域は既存住宅地及びその周辺で、生活道路、公園、下水

道などの都市施設の充実、地域の個性的な資源を生かしたまちづ

くり、適正な市街地形成及び農林水産業施策との調整を図ります。 

 

■農林水産業的土地利用地域 

農林水産業的土地利用地域は山・川などの豊かな自然環境を背

景として、山間部の山林及び丘陵部の畑地、平野部の田園などの

各種農林水産業生産の場と都市住民の癒しの場を整備する地域で、

市街地以外の平野部、丘陵部及び山間部エリアを想定しています。 

本地域は食料の安定供給や農地及び山林の多面的機能を活用し

た、農林水産業振興地域としての持続的発展を図っていくため、

生産基盤の整備と農林水産業経営の改革や消費者重視の営農活動

により、収益性が高く、魅力ある農林水産業への再編を図ります。 

また、本地域は農林水産業生産の場としてだけでなく、集落地

区としての生活の場でもあり、本地域に暮らす市民が快適で豊か

さを実感し、都会から訪れる人が緑豊かな農地や自然環境、伝統

文化などを満喫できるように、美しく潤いのある住環境の形成を

図るとともに、農地の景観を保全し、生態系の維持にも努めます。 

 

■自然的土地利用地域 

自然的土地利用地域は山岳部、緑豊かな山林や高原
こうげん

部及び平野

部に点在する良好な自然地で、霧島山系周辺の山岳部、高原
こうげん

部及

び丘陵部は霧島屋久国立公園に、また、北部の九州山地の一部は

九州中央山地国定公園に指定され、自然景観や自然環境が豊かで

生物多様性に富んだ地域です。 

これらの貴重な自然環境を保全するとともに、都市では味わえ

ない山岳や高原
こうげん

の恵みを体験できるゾーンとして整備を図ります。 

 

■地域内外連携軸 

都市的土地利用地域、農林水産業的土地利用地域及び自然的土

地利用地域の連携、新市の地域生活拠点の連携、新市外との連携

を実現する地域内外幹線道路の整備を図ります。 
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２．将来都市構造 

土地利用計画の前提となる将来都市構造を、土地利用の基本方

針を前提に下記にあげる軸、拠点、ゾーンの組み合わせとして構

成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）都市構造の基本となる自然軸・都市軸 

新市の南西部を霧島山系の山林、北部は九州山地の山林、それ

を源として標高を下げながら流れる河川より構成されるのが自

然軸です。 

また、新市内における諸活動の軸として機能している国道 221

号、223 号、265 号、268 号、宮崎自動車道及び鉄道などをは

じめとした広域や域内との交流を支える基盤で構成されるのが

都市軸です。 

これらの自然軸と都市軸を新市の基本骨格とします。 

 

①自然軸 

自然軸は南西部及び北東部の緑豊かな山なみ、河川の親水空間

などを結び、山・川の多様な生物生息地域及びレクリエーション

地域、農林水産生産地域として整備を進めます。 

■都市構造を構成する要素 

（1）都市構造の基本となる自然軸・都市軸 

自然軸、都市軸 

（2）都市中心地域及び拠点 

都市中心地域、地域生活文化拠点、流通・新産業創

出拠点、交通拠点 

（3）ゾーン区分 

市街地ゾーン、集落と農業の振興ゾーン、山岳及び

緑豊かな山林・高原
こうげん

ゾーン、自然公園ゾーン 
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②都市軸 

都市軸は生活行動と広域交流を支える軸として、また、域内の

生活拠点を相互に結ぶ交流・連携を支える軸として整備を進めま

す。 

整備に際しては、質の高い街路空間、さまざまな交通を円滑に

処理する交通機能、軸にふさわしい沿道景観など、新市の個性を

感じる魅力とにぎわいのある空間として整備を進めます。 

みやまきりしまロード（霧島北部広域農道）、えびのスカイラ

イン（小林えびの高原
こうげん

牧園線）は、新市の南西部の生活及び産業

道路としての役割とともに、北霧島のみならず、えびの市、霧島

市・都城市を含めた霧島観光の環状幹線軸として整備を進めます。 

 

（２）都市中心地域及び拠点 

①都市中心地域 

都市中心地域は経済的集積を有する小林市街地であり、都市的

な集積を進めます。 

②地域生活文化拠点 

地域生活文化拠点は域内の生活の核となる空間であり、その地

域で培われてきた資源や文化を最大限に活用して個性的な生活

空間を実現する拠点として位置づけます。 

③流通・新産業創出拠点 

流通・新産業創出拠点は宮崎自動車道小林インターチェンジ及

び高原インターチェンジ周辺であり、新市の産業発展と雇用拡大

の核となる拠点として物流や新産業の集積を進めます。 

④交通拠点 

宮崎自動車道の小林インターチェンジ、高原インターチェンジ、

ＪＲ吉都線の各駅などは新市の玄関口であることから、交通の要

として位置づけます。 
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（３）ゾーン区分 

新市のゾーン区分は南西部及び北東部の「山岳及び緑豊かな山

林・高原
こうげん

ゾーン」と「自然公園ゾーン」、丘陵部及び平野部を中

心とした「市街地ゾーン」と「集落と農業の振興ゾーン」から構

成されます。 

 

①市街地ゾーン 

都市的土地利用を主とする地域で、新市の生活中心である「都

市中心地域」と「地域生活文化拠点」、「流通・新産業創出拠点」、

「交通拠点」、「沿線商業地区」などから構成されています。 

②集落と農業の振興ゾーン 

農林業的土地利用を主とする地域で、新市の丘陵部及び平野部

に広がる農地と点在する集落から構成されています。 

③山岳及び緑豊かな山林・高原
こうげん

ゾーン 

自然的土地利用を主とする地域で、新市南西部及び北東部の山

林地域に自然公園と森林資源を有しており、この自然環境を保全

するとともに、新市内外の人々の健康や癒しの場として利活用し

ます。 

④自然公園及び美しい山林ゾーン 

自然的土地利用を主とする地域の中でも、新市南西部の霧島屋

久国立公園及び北部の九州中央山地国定公園及びその周辺は、個

性的で貴重な自然を有しており、この自然環境を保全するととも

に、美しい山林を次世代に継承します。 
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第６章 新市の主要施策 
６つのまちづくりの基本方針により、行うべき施策の体系を次

のとおり定め、計画的、総合的にまちづくりを展開していきます。 

 

【将来像】          【基本方針と施策の体系】 
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自然と共生する美し

い安心安全のまち 

(1)環境・景観の保全と創造 

(2)公園・緑地の整備 

(3)上・下水道の整備 

(4)循環型社会の形成・環境衛生の充実 

(5)消防・防災の充実 

(6)交通安全・防犯体制の充実 

(7)消費者対策の充実 

(1)保健・医療の充実 

(2)地域福祉の充実 

(3)高齢者福祉・介護の充実 

(4)子育て支援の充実  

(5)障がい者福祉の充実 

(6)社会保障の充実 

(1)学校教育の充実 

(2)生涯学習の充実 

(3)生涯スポーツの充実 

(4)芸術・文化の振興と文化財の保存・活用 

(5)青少年の健全育成 
(6)国際化、交流活動の推進 

(1)農林水産業の振興 

(2)畜産の振興 

(3)商工業の振興 

(4)観光・レクリエーションの振興 

(5)雇用・勤労者対策の充実 

住む喜びを実感できる

生活優先のまち 

(1)計画的な土地利用の推進 

(2)市街地、住宅・宅地の整備 

(3)道路・交通網の整備 

(4)情報化の推進 

(1)市民参画・協働の推進 

(2)コミュニティ活動の促進 

(3)男女共同参画社会の形成 

(4)人権尊重社会の確立 
(5)自律した自治体経営の確立 

助け合いともに生きる

生涯現役のまち 

地域の活力を創出す

る産業交流のまち 

個性あふれ次代を担

う学習文化のまち 

語らいとふれあいある

参画協働のまち 
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１．自然と共生する美しい安心安全のまち 

（１）環境・景観の保全と創造 

① 自然環境の保全と公害防止 

● 環境基本計画に沿って、森林、緑地及び水辺地等の自然環境の

適正な保全に努めます。 

● 公害の発生を未然に防止し、自然環境の保全と良好な生活環境

を保持するため、関係機関と連絡をとり、監視指導体制の充実を

図ります。 

② 河川浄化対策の推進 

河川の浄化を推進するため、生活排水処理施設（公共下水道、

農業集落排水施設、合併処理浄化槽等）の地域の実情に応じた効

率的・効果的な整備を促進するとともに、施設の適正な維持管理

を促進します。 

③ 地球温暖化防止対策の推進 

● 市自らが率先して、省エネルギー、グリーン購入（再生紙など

地球環境にやさしい物品の調達）、廃棄物の排出抑制など地球温

暖化を防止するための取り組みを推進します。 

● 市民に対し、地球環境にやさしい取り組みの広報や啓発を進め

ていきます。 

④ 新エネルギーの活用 

森林など豊かな資源を活用するため、市域の特性を生かしたバ

イオマスや太陽光等の新エネルギーの導入を進めていきます。 

⑤ 景観の保全と整備 

● 新市特有の自然景観は、観光面からも貴重な資源となっている

ため、市民や関係機関との連携を図りながら、地域の特性を生か

した景観の保全に努めます。 

● 街並み景観については、市街地としての整備を図るとともに、

公共サイン（看板・表示板）の統一など、景観に配慮した整備に

努めます。 
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主要事業 

施策区分 主要事業 

河川浄化対策の推進 ・浄化槽設置整備補助事業 

新エネルギーの活用 ・新エネルギー導入事業 

 

（２）公園・緑地の整備 

① 公園・緑地の整備 

安全で潤いのある生活環境を形成するため、地域住民に愛され

る公園・緑地を整備するとともに、季節感あふれる公園・緑地の

形成を図ります。 

② 公園の適切な維持管理 

公園内の施設、特に遊具等においては、市民が安心して安全に

使えるよう定期的に点検を実施するなど利用者及び近隣住民の

安全徹底を図ります。 

 

主要事業 

施策区分 主要事業 

公園・緑地の整備 ・公園整備事業 

 

（３）上・下水道の整備 

① 安定した安全な水道の供給 

● 市内全域に水の安定供給ができるよう、未給水区域への管路延

長、既設管の増径、老朽管の布設替等を計画的に行うとともに、

新たな水源について調査を実施します。 

● 水源として湧水を使用することにおいても、水質検査を徹底す

るとともに、必要に応じ浄水施設の整備を進めます。 

② 統合等による効率的な運営 

● 各簡易水道間及び上水道との統合を推進し、根本的な施設の改

修を行うなど施設の管理の効率化を進めます。 
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● 統合による料金体制の一本化等により歳入の確保と経費の抑制

を図り、経営の安定化を進めます。 

③ 公共下水道事業の推進 

公共下水道事業は、計画の見直しを行いながら市街地を中心に

事業を展開するとともに、浄化センターの整備を進めます。 

④ 農業集落排水事業の推進 

● 農業集落排水事業は、加入促進に向けた取り組みを進めます。 

● 中継ポンプの更新や施設の修繕等を年次的に進めます。 

 

主要事業 

施策区分 主要事業 

安定した安全な水道
の供給 

・簡易水道整備事業 
・上水道建設改良事業 
・水源地整備事業 

統合等による効率的
な運営 

・簡易水道再編推進事業 
・上水道区域拡張事業 

公共下水道事業の推進 
・公共下水道整備事業 
・特定環境保全公共下水道整備事業 

 

（４）循環型社会の形成・環境衛生の充実 

① ごみ減量化の促進 

● 生ごみについては、生ごみ処理機の購入費補助の利用促進を図

り、自家処理の啓発に努めます。 

● 不燃ごみについては、容器包装のリサイクルを推進し、自分の

買い物袋を持参する取り組みや不用品等の再利用・再生利用を呼

びかけ資源の有効活用を促進します。 

● 事業所ごみについては、自らの責任での適正な処理の啓発に努

めます。 

② リサイクルの推進 

● 容器包装リサイクル法に基づき、紙製容器包装をリサイクル収

集の対象品目として取り組み、分別収集の充実と推進を図ります。 

● リサイクル品分別指導員の研修を実施し、指導業務の充実を図

ります。 
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③ 不法投棄の防止 

● 不法投棄を防止するため、土地の管理者に対し適正な管理を指

導します。 

● 関係機関等と連携し、監視制度の充実を図るとともに、不法投

棄監視カメラを設置するなど不法投棄の抑止に努めます。 

④ ごみ処理・処分施設の維持管理と適正化 

● 可燃ごみにおいては、「宮崎県ごみ処理広域化計画」をふまえ、

広域処理移行期までは過渡期対策として、民間での処分委託等によ

り対応します。 

● 最終処分場においては、容器包装の廃棄物のリサイクル収集を

推進し、粗大ごみの中から木製品はリサイクルを行い、埋立ての

減量化で延命を図ります。 

⑤ し尿処理等の推進 

● 下水道及び農業集落排水の整備計画区域外の地域については、

水環境保全のため、合併処理浄化槽の設置を積極的に推進します。 

● し尿処理場の適切な管理に努めます。 

⑥ 市営墓地の整備 

墓地の安定供給のため、既存の墓地の再整備と墓地用地の拡充

を図り、安定供給を推進するとともに、荒廃墓地の一掃及び発生

防止に努めます。 

 

主要事業 

施策区分 主要事業 

ごみ減量化の促進 ・ごみ減量対策推進事業 

リサイクルの推進 ・資源リサイクル奨励事業 

ごみ処理・処分施設の
維持管理と適正化 

・最終処分場施設整備事業 

市営墓地の整備 ・墓地整備事業 
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（５）消防・防災の充実 

① 防災体制の整備 

多岐にわたる災害の発生に際して、迅速かつ的確に対応するた

め、地域防災計画に基づき、避難路、避難所機能の充実、防災行

政無線の整備及び防災備蓄品の確保などきめ細かな防災体制の

充実強化を図ります。 

② 災害予防対策の推進 

● 災害時に市民が落ち着いて避難でき、適切な行動がとれるよう、

ハザードマップ（被害予測図）を作成し避難所等の周知や、防災

に関する知識の普及に努め、市民の防災意識の高揚を図ります。 

● 自主防災組織の育成を図り、地域が助けあいながら災害に対応

できるような環境づくりを推進するとともに、市民参加型の防災

訓練を実施します。 

③ 消防組織の強化 

消防団の活性化を推進するとともに、消防団に対する事業所等や

家族の理解を得て、若者層の消防団への加入を促進します。 

④ 消防施設等の整備充実 

● 消防力の充実強化のため、消防団車両等の更新を計画的に進め

るとともに、消防詰所や小型ポンプ等の消防資機材の充実を図り

ます。 

● 初期消火に有効な消火栓や防火水槽の計画的な整備改善を図り

ます。 

⑤ 治山・治水事業の推進 

国・県など関係機関と連携し、河川などの整備をはじめ、急傾

斜・地すべり危険箇所の整備など、治山・治水事業を推進します。 
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主要事業 

施策区分 主要事業 

災害予防対策の推進 
・防災意識啓発事業 
・防災行政無線難視聴地域解消事業 

消防施設等の整備充実 
・消防団詰所整備事業 
・消防ポンプ自動車整備事業 
・消防防災施設整備事業 

治山・治水事業の推進 ・河川改良事業 

 

（６）交通安全・防犯体制の充実 

① 交通安全意識の啓発と情報の提供 

● 各種交通安全運動における街頭指導や広報紙、広報車等による

啓発活動を行いながら交通安全意識の高揚を図ります。 

● 警察署、交通安全協会、交通指導員等の関係団体と連携を図り

ながら、子どもや高齢者の交通安全対策、飲酒運転根絶のための

交通安全教育等を重点的に推進します。 

② 防犯意識の啓発 

● 各種地域安全運動期間中における広報活動等で防犯意識の高揚

を図るとともに、防犯メールの活用等により身近な犯罪等の現状

を市民へ情報発信します。 

● 警察署、地区防犯協会、関係団体との連携を強化し、地域の自

主的な防犯活動を支援し、「自分たちのまちは自分たちで守る」

という意識の高揚を図ります。 

③ 防犯環境の整備 

通学路等においては、小・中学校長からの要望箇所に安全灯設置

を図るとともに、防犯灯を各自治会で設置するなど、地域が一体

となった防犯活動の支援を行います。 

④ 暴力団排除活動の推進 

警察署、地区事業所責任者等暴力追放協議会と連携を図りなが

ら、各事業所への研修会参加を呼びかけ、広報活動等を行い、暴

力団排除活動の推進を図ります。 
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主要事業 

施策区分 主要事業 

交通安全意識の啓発
と情報の提供 

・交通安全意識啓発事業 

防犯意識の啓発 ・防犯意識啓発事業 

 

（７）消費者対策の充実 

① 消費者啓発･情報の提供 

● 広報紙・チラシ等を利用し、多重債務の予防や悪徳商法等の被

害状況・手口について周知を行い、注意を呼びかけます。 

● 高齢者については老人クラブ等との連携を図り、注意を呼びか

けます。 

② 消費生活相談等の充実 

● 出前講座を定期的に行うなど、消費者教育の機会の充実を図り

ます。 

● 県や関係機関と連携して、多重債務者の救済など消費生活相談

の充実に努めます。 

 

主要事業 

施策区分 主要事業 

消費生活相談等の充実 ・消費者保護対策事業 
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２．助け合いともに生きる生涯現役のまち 

（１）保健・医療の充実 

① 母子保健の推進 

● 母性及び乳幼児の健康の保持及び増進を図るため、保健指導や

健康診査を実施します。 

● 内容・質の充実を図り、これまで以上に安心して出産及び子育

てができる環境の確立を目指します。 

② 健康づくりの推進 

● 老後における健康の保持、増進を図るため、健康教育、健康相

談、健康診査、訪問指導等の保健事業を総合的に行い、健康づく

りの推進に取り組みます。 

● 市民一人ひとりが主体となり、健康的な生活習慣を確立できる

ように、栄養・運動・休養を中心とした幼少期からの体系的な生

活習慣病予防を推進します。 

● 歯科保健に係る知識の普及・啓発等により“生涯を通じた歯の健

康づくり”を推進します。 

③ 感染症予防の推進 

感染のおそれがある疾病の発生及びまん延を予防するため、予

防接種や結核検診を行うとともに、感染症に対する知識の普及・啓

発を進めます。 

④ 心の健康づくり 

心の健康づくりにつながる保健事業に取り組み、うつ病をはじ

めとする精神疾患を予防するとともに、支援センター、医療機関、

地域、学校や家庭と連携して、疾病の回復及び自殺予防に努めま

す。 

⑤ 保健センター等の整備 

保健・福祉の連携と機能の充実を図るため、保健センターをは

じめ、福祉や交流施設等の機能を有する複合施設建設の検討を進

めます。 
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⑥ 市立病院の充実と経営形態の見直し 

● 医師の処遇の見直し等改善を図りながら医師の確保に努めます。 

● 医療機器の更新・充実を計画的に進めるとともに、患者サービ

スの向上と経営の安定化を進めます。 

⑦ 地域医療体制の整備・充実 

● 休日・夜間における救急医療体制の充実に取り組むとともに、

医療機関の有する機能に応じた体系的、効率的な医療体制の確保

に努めます。 

● 市民に対し、救急医療についてわかりやすい情報の提供を行い

ます。 

 

主要事業 

施策区分 主要事業 

母子保健の推進 ・母子保健事業 

健康づくりの推進 
・健康増進対策事業 
・生活習慣病予防事業 
・歯科保健事業 

感染症予防の推進 
・結核対策事業 
・予防接種事業 

心の健康づくり ・精神保健事業（こころの健康づくり事業） 

保健センター等の整備 ・保健福祉センター整備事業（複合施設整備事業） 

地 域 医 療 体 制 の 整
備・充実 

・救急医療対策事業 

 

（２）地域福祉※の充実 

① 地域福祉活動の参加促進 

● 身近なコミュニティでの啓発活動を進め、福祉意識の向上を図

ります。 

                                      
※ 地域福祉 

住民すべてが互いに人権を尊重し、生活の拠点である地域に根ざして助け合い、生活者とし

てそれぞれの地域で誰もがその人らしい安心で充実した生活が送られるような地域社会を基

盤とした福祉。 
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● 地区・校区社会福祉協議会については、地域福祉活動の充実に

向け支援するとともに、組織されていない地区・校区については、

組織化の支援に努めます。 

● 地域福祉活動の推進のため、情報の共有化など地域を構成する

多種多様な機関・団体との連携を強化していきます。 

② 地域福祉を支える担い手の育成 

高齢者や障がいのある人、子どもをはじめ、様々な立場の人が、

その人の技能に応じて地域福祉活動に参画できる機会・場の確保

充実を図ります。 

③ 地域の支え合い活動の活性化 

● ひとり暮らし高齢者をはじめ支援が必要な人を早期に発見し、

地域で孤立しないよう対応するため、近隣での支え合いを推進し、

地域全体での見守りネットワークづくりを促進します。 

● 高齢者や障がいのある人、子どもをはじめ、すべての住民の平

常時・緊急時等の生活の安全を確保するため、防犯や防災などに

備えた体制づくりを促進します。 

④ 地域活動を支える拠点の充実 

だれもが気軽に集まることができる機会の充実を図るととも

に、既存の施設などを活用した地域の拠点づくりを支援します。 

 

主要事業 

施策区分 主要事業 

地域福祉活動の参加
促進 

・社会福祉協議会補助 
・地域福祉推進事業 

地域福祉を支える担
い手の育成 

・民生委員児童委員活動補助 
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（３）高齢者福祉・介護の充実 

① 高齢者の生きがいづくり 

● 高齢者が生涯学習やスポーツ活動または趣味の活動等に積極的

に参加できるよう活動機会・場の確保・充実に努めます。 

● 超高齢社会を迎える中で、地域社会を支えるためには高齢者自

身がサービスの受け手としてだけでなく、担い手になることにも

取り組みます。 

② 制度改革に応じた介護サービスの提供 

高齢者保健福祉計画（介護保険事業計画）に沿って、地域包括

支援センターを核とする地域包括ケアを推進するとともに、地域

密着型サービスの提供を始めとするサービス基盤の整備と充実

に努めます。 

③ 高齢者福祉サービスの充実 

● ひとり暮らし高齢者等への効果的な支援として、要援護高齢者

が在宅での生活が維持できるよう、高齢者一人ひとりの状態に対

応した福祉サービスを提供します。 

● 認知症に対する家族や地域住民の理解及び協力体制の構築を推

進するよう広報・啓発を行い、虐待防止体制の構築及び認知症高

齢者の支援施策の推進を図ります。 

 

主要事業 

施策区分 主要事業 

高齢者の生きがいづ
くり 

・高齢者生きがい支援事業 
・老人クラブ助成事業 
・高齢者交流施設改築事業 

制度改革に応じた介
護サービスの提供 

・介護サービス等給付事業 
・高額介護サービス事業 
・特定入所者介護サービス費等給付事業 
・介護予防サービス費等給付事業 
・介護予防事業 
・包括的支援事業・任意事業 
・地域包括支援センター運営事業 
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施策区分 主要事業 

高齢者福祉サービス
の充実 

・福祉タクシー料金助成事業 
・高齢者在宅介護支援センター運営事業 
・緊急通報システム委託事業 
・ねたきり老人等介護手当支給事業 
・老人ホーム等事業費（老人福祉措置費） 
・生活支援ハウス運営委託事業 
・高齢者住宅改造助成事業 
・食の自立支援事業 

 

（４）子育て支援の充実 

① 地域における子育て支援の充実 

● すべての子育て家庭への支援という観点から、一時保育事業や

子育て支援センター事業の充実など、地域における子育て支援サ

ービスの充実を図ります。 

● 親子で安心して遊べ、子育ての喜びや悩みを分かち合える場の

提供や子育てサークルの育成・支援を図ります。 

● 子育て支援サービス等が利用者に十分周知されるよう、子育て

マップの作成・配布等による情報提供を行います。 

② 保育サービスの充実 

保育サービスについては、利用者の意向を十分にふまえて、休

日保育、一時保育等多様なニーズに応じて、市民が利用しやすい

保育サービスの提供に努めていきます。 

③ 児童の健全育成 

地域において児童が自由に遊べ、安全に過ごすことのできる放

課後や週末等の居場所づくりを推進するため、児童センターの利

用方法・サービスの内容等改善を図ります。 

④ 要保護児童等対策の推進 

要保護児童等対策地域協議会における関係機関と連携し、児童

虐待等の早期発見及び早期対応に努め、相談から支援に至るまで

の体制づくりに取り組みます。 

⑤ ひとり親家庭等の自立支援の推進 

ひとり親家庭等の自立支援として、子育てや生活支援策、就業

支援策、養育費の確保策及び経済的支援策等の実施に努めます。 
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主要事業 

施策区分 主要事業 

地域における子育て
支援の充実 

・乳幼児等医療費助成事業 
・児童手当給付事業 

保育サービスの充実 

・一時保育事業 
・延長保育事業 
・保育園委託事業 
・保育園整備事業 
・子育て支援センター委託事業 
・障がい児保育事業 
・病後児保育事業 

児童の健全育成 
・児童センター運営事業 
・放課後児童クラブ委託事業 

ひとり親家庭等の自
立支援の推進 

・母子生活支援施設委託事業 
・児童扶養手当給付事業 
・母子・父子・寡婦医療費助成事業 

 

（５）障がい者福祉の充実 

① 理解と交流の促進 

広報紙やホームページ等を活用して、障がいに対する正しい理

解や障がい者週間の啓発等の広報活動に努めます。 

② 生活支援の充実 

● 在宅や施設サービス等の利用について、利用者のケアマネジメ

ントに基づいたサービス利用を促進するとともに、利用者の権利

が保障される制度の充実に努めます。 

● 各種助成制度等の広報とともに相談体制の充実を図ります。 

③ バリアフリー化の推進 

● 道路の段差解消など公共施設のバリアフリー化を進めるととも

に、利用者の多い民間施設についても、その普及を促進します。 

● すべての人々にとって利用しやすいユニバーサルデザインの考

え方の普及に努めます。 

④ 雇用・就労の促進 

障がい者の特性に応じた就労等の拡大を図るため、今後も、職

業安定所、民間事業所等の関係機関と連携して支援・就労体制の

充実に努めます。 
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主要事業 

施策区分 主要事業 

生活支援の充実 

・障がい者（児）地域生活支援事業 
・障がい者（児）介護給付費支給事業 
・障がい者訓練等給付費支給事業 
・特別障がい者手当等支給事業 
・障がい者自立支援医療費（更生医療）支給事業 
・重度障がい者（児）医療費助成事業 

バリアフリー化の推進 ・バリアフリー整備事業 

雇用・就労の促進 ・就労移行支援事業 

 

（６）社会保障の充実 

① 生活保護制度による自立支援 

● 生活保護制度の周知や関係機関との連携を進めます。 

● 生活保護受給者に対して、法律に定める権利・義務の周知徹底

を図り、適正な制度の運営を図るとともに、自立支援を推進しま

す。 

② 国民年金制度の周知 

● 公的年金の趣旨を国民年金保険料未納者に理解していただくた

めに個別指導を行います。 

● 国民年金保険料未納者に、現在の自分の公的年金加入状況を知

ってもらい、将来無年金者にならないよう指導を行うとともに、

保険料申請免除該当者に保険料申請免除指導を行います。 

③ 国民健康保険制度等の充実 

● 国民健康保険加入者の健康への関心、早期発見・早期治療につ

ながる予防医学の知識及び生活習慣の改善を確立するため、各種

健康教室等、健康づくり事業を推進します。 

● 国民健康保険財政の安定のため、訪問指導による生活習慣病予

防のための指導及びレセプト点検により、医療費の抑制を図ると

ともに、保険税の収納率の向上に向けた取り組みを進めます。 

● 後期高齢者医療制度は、広域連合による運営であるため、制度

の周知や窓口としてのサービス向上に努めます。 
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主要事業 

施策区分 主要事業 

生活保護制度による
自立支援 

・生活保護援助事業 
・生活保護自立支援事業 

国民年金制度の周知 ・国民年金事業 

国民健康保険制度等
の充実 

・国民健康保険療養給付事業 
・国民健康保険高額療養事業 
・国民健康保険出産育児一時金事業 
・国民健康保険葬祭費支給事業 
・国民健康保険あんまはりきゅう費支給事業 
・国民健康保険医療費適正化特別対策事業 
・活き活き国保推進事業 
・国民健康保険収納率向上特別対策事業 
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３．地域の活力を創出する産業交流のまち 

（１）農林水産業の振興 

① 農業の担い手の育成・確保 

● 基本構想水準達成者などから認定農業者となっていない者を確

実にリストアップし、速やかに認定農業者へ誘導するとともに、

再認定のフォローに努め、新施策対象への誘導を明確にした認定

作業の促進を図ります。 

● 意欲的な「担い手」と兼業農家などが、その規模と能力に応じ

て相互の営農を支えあう農業・農村機能の構築を図るため、今後、

市内全域に営農組合を設置し、零細農家等の組合への加入を促進

しながら集落営農を推進します。 

② 農地等の確保と有効利用 

● 農家意向調査などを行い、農地の遊休、荒廃化を防止するとと

もに、農家台帳システムの導入により的確な農地管理を行い、認

定農業者や地域の担い手農家への農地の集積や農地借り受け者に

対する奨励金制度の充実を図ります。 

● 農業従事者の高齢化に伴う農業用施設の維持管理については、

環境保全の観点から農業従事者だけでなく、地域住民を含めた地

域事業として取り組めるよう支援し、元気な地域づくりを推進し

ます。 

③ 農業生産力の向上 

● 畑地かんがい事業や経営体育成基盤整備事業を推進し、大型機

械による作業の受委託・集積を図るため、農業用水のパイプライ

ン化や大区画化を図り、作業効率の良いほ場の整備を推進します。 

● 作業効率の向上等による経費削減や時間短縮を図るための機械

の導入、労力の集約化（分散化）及び気象被害の回避のための施

設化を推進し、安定した農業生産を図ることにより担い手の育成

や新規就農者の確保を目指します。 

● 特産品のブランド化、園芸作物など収益性の高い作物の栽培等

による複合経営化、地産地消及び安全・安心な農産物生産を推進

し、経営の安定化を図るとともに、深刻な被害を及ぼす鳥獣害の
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対策を進めていきます。 

④ 林業の振興 

● 森林の効率的な作業管理を行える林内路網の整備や森林状態を

長期に維持しつつ更新を図る長伐期施業の推進、間伐材の有効利

用や木質バイオマスからのエネルギー利用を行うことによって、

地域林業の再生を図ります。 

● 広大な国有林について、その有効活用と維持管理の方策につい

て、関係機関と研究を進めます。 

● 整備済みの大のこくず製造施設と木工加工施設については、そ

の有効活用を図り、新たな林業生産経営を推進するとともに、椎

茸をはじめとする特用林産物の振興を図ります。 

⑤ 水資源の活用と保全 

● 豊かな湧水を活用した淡水魚の養殖等を振興するとともに、淡

水魚料理の積極的なＰＲを進めます。 

● 魚種保護のため漁業協同組合と連携し、繁殖保護及び漁場等の

環境整備を進めます。 

● 湧水は水道や農業用水に活用されているため、貴重な資源とし

てその保全に努めます。 

 

主要事業 

施策区分 主要事業 

農業の担い手の育
成・確保 

・認定農業者制度促進事業 
・農業制度資金利子補給事業 
・農林水産業資金貸付金事業 

農地等の確保と有効
利用 

・中山間地域等直接支払事業 
・認定農業者等農地流動化支援事業 

農業生産力の向上 

・国営かんがい排水事業（国事業） 
・畑地帯総合整備事業（県事業） 
・経営体育成基盤整備事業（県事業） 
・基盤整備促進事業 
・県単土地改良事業 
・市単独土地改良整備事業 

（農道改良・舗装工事） 
・農業用施設整備事業 
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施策区分 主要事業 

農業生産力の向上 

・農産園芸振興対策事業（園芸産地確立事業、
ブランド産地育成施策事業等） 

・メロン・ニラ価格安定補償制度事業 
・経営構造対策事業 
・農地・水・環境保全共同活動事業 
・有害鳥獣対策事業 

林業の振興 

・森林環境保全整備事業 
・森林整備地域活動支援交付金事業 
・市有林保育事業 
・特用林産物生産振興総合対策事業 
・林業担い手対策基金事業 
・県単林道網総合整備事業 
・林道舗装事業 

 

（２）畜産の振興 

① 肉用牛の振興 

● 繁殖牛については、経営規模拡大と経営基盤の強化を図ります。

このため、枝肉データと育種価評価により優良牛の導入を実施し、

能力の高い繁殖雌牛群の整備を図るとともに、新生産技術の活用

により改良増殖に努めます。 

● 水田放牧や耕作放棄地への放牧により、労働力の軽減や生産コ

ストの低減を図ります。 

● 肥育牛については、枝肉データをもとに育種価の高い素牛を導

入し、飼料・飼育管理の統一により上物率の向上に努めます。ま

た、経営内一貫生産を促進することにより肉質の向上とコスト低

減を図るとともに、枝肉共励会等の開催により肥育技術の向上を

図り、「宮崎牛」の銘柄を確立します。 

● 食肉センターは、利用者ニーズと関係法令に沿った運営を監視

し、高品質の枝肉生産を目標に安全な食肉処理流通体制を確立し

ます。 

② 酪農の振興 

● 酪農関係団体と協力しながら生産現場の巡回や技術研修などを

行い、体細胞の少ない高品質な生乳を生産するとともに需要期で

の生産を促進します。また、自給飼料の増産確保を図り、海外悪
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性伝染病等の侵入を防止します。 

● 乳牛の改良増殖については、雌雄判別受精卵・優良精液の活用

を図るとともに、和牛受精卵を活用し、乳肉複合一貫経営により

所得の向上を図ります。 

③ 養豚の振興 

● 優良種豚の確保と、豚価の変動や配合飼料の価格の上昇に対応

できる計画生産に努める経営体を育成します。 

● 安心安全な品質を保ち、安定的に豚肉を供給する産地化とブラ

ンド化を目指し、消費拡大事業を推進します。 

④ 養鶏の振興 

● 需要の動向に即した計画的な生産体制の確立に努めるとともに、

飼養技術の向上及び経営の合理化等を促進し、経営の安定を図り

ます。 

● 高品質で消費者ニーズに対応したみやざき地頭鶏の生産・普及

を図り、宮崎の特産品づくりを目指します。 

⑤ 家畜防疫と環境保全 

● 自衛防疫推進協議会を中心に防疫体制の整備強化を図ります。

また、研修会等の開催により、畜産農家へ家畜防疫の重要性を啓

発していくとともに、予防注射接種率の向上を図り、伝染病等の

発生防止、まん延防止に努めます。 

● 家畜排せつ物については、簡易的な管理から処理施設の高度化

及び恒久的な整備の推進を図るとともに、水質検査、臭気測定、

堆肥・液肥の成分に基づく適切な使用の指導及び推進に努めます。 

● 家畜排せつ物をはじめとするバイオマスを利活用して地球温暖

化防止、資源循環型社会の形成とともに、地域の活性化に寄与す

ることを目指します。さらに、耕種農家のニーズに合ったバイオ

マス由来の堆肥や液肥の生産技術の向上促進、運搬・散布用機械

等の整備による堆肥や液肥の利活用及び流通の促進を図ります。 
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主要事業 

施策区分 主要事業 

肉用牛の振興 

・畜産振興貸付事業 
・優良肉用牛保留対策事業 
・受精卵移植事業 
・食肉センター整備事業 

家畜防疫と環境保全 
・家畜防疫対策事業 
・広域畜産環境施設整備運営資金貸付事業 
・バイオマス利活用フロンティア整備事業 

 

（３）商工業の振興 

① 商店街の振興 

● 商店街については、商工会議所・商工会や商店街等との連携を

図り、街並み整備やイベントなどの事業を展開し、商店街の空店

舗解消やにぎわいの創出を図ります。 

● 観光イベントやグリーンツーリズム等を活用するなど、観光と

提携した販売形態の改善を図り、消費拡大を促進します。 

② 中小企業の振興 

● 小規模事業者に対しては、商工会議所・商工会や関係機関と連

携し、経営相談、経営指導等により、健全育成を図ります。 

● 商工業者の資質向上と後継者の育成を図るため、中小企業大学

校補助金制度等の支援制度を強化します。 

● 地場産業の振興を図るため、関係団体と連携し、販路拡大、魅

力ある商品づくりを推進します。 

③ 企業誘致の推進 

若者に魅力ある雇用の場を提供するため、宮崎フリーウェイ工

業団地への誘致を中心に地域雇用力のある企業や地域生産の加

工業等の誘致活動を積極的に推進します。 
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主要事業 

施策区分 主要事業 

商店街の振興 
・空店舗対策事業 
・消費拡大事業 

中小企業の振興 

・商工会議所・商工会支援事業 
・小規模事業特別融資事業 
・商工業後継者育成資金事業 
・中小企業大学受講支援事業 
・地域物産振興対策事業 

企業誘致の推進 ・企業立地促進事業 

 

（４）観光・レクリエーションの振興 

① 体験型の観光地づくり 

● 豊かな自然を活用したキャンプや自然体験・田舎体験、さらに

は神話・伝説等の歴史資源を活用した歴史文化体験・いやし体験

など、グリーンツーリズム等による体験型・長期滞在型の観光を

積極的に展開します。 

● 北きりしま地域観光促進協議会を中心に広域的に連携・ネット

ワーク化した農林業・牧場体験などの産業体験型の観光等を推進

します。 

● 体験型観光客を案内する各種ガイド・インストラクターの育成

と活動促進を図ります。 

② スポーツ合宿誘致 

スポーツ合宿の積極的な誘致を図るとともに、合宿する団体に、

地場産品を提供するなど地域観光の振興を図ります。 

③ イベント等の充実 

● 伝統芸能や趣向を凝らした祭りなどを活かした観光イベントの

開催を支援することにより、観光客を誘致するとともに、市の活

性化を図ります。 

● 各地区の魅力ある観光地が連携し合い、相乗効果を引き出せる

よう観光ルート・観光イベントの連携・事業実施を進めます。 

④ 観光施設等の充実 

● 観光協会の活動を支援するとともに、新市のイメージアップを
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目指した宣伝活動の充実や総合案内所機能の確立を図ります。 

● 新市の有する観光施設は、老朽化が進むなど改善が必要な施設

もあるため、観光客の利便性確保のため年次的に改修等を行うと

ともに、効率的な運営の検討を進めます。 

● 観光施設周辺道路や駐車場の整備及びトイレを含めた環境整備

を行うとともに道の駅や直販施設の充実等により、より多くの観

光客の誘致を図ります。 
 

主要事業 

施策区分 主要事業 

体験型の観光地づくり ・体験型観光推進事業 

スポーツ合宿誘致 ・合宿誘致推進事業 

イベント等の充実 ・イベント推進事業 

観光施設等の充実 
・観光協会運営費補助 
・観光施設整備事業 

 

（５）雇用・勤労者対策の充実 

① 就職意識の啓発と情報の提供 

● 各種労働セミナー情報や職業訓練情報等の周知に努めます。 

● 県や関係団体と連携して就職説明会を開催し、若年者や再就職

を希望する人への情報提供を図ります。 

② 雇用の安定対策 

中小企業退職金共済掛金制度への加入助成制度などを積極的に

推進し、勤労者の生活安定と福祉の充実、経営の安定を図ります。 

③ Ｕ・Ｊ・Ｉターン者対応 

新たに新市へ定住しようとする人へ、土地、住宅のあっせんを行

うなど生活基盤の充実を図り、Ｕ・Ｊ・Ｉターンの環境整備に努め

ます。 

 

主要事業 

施策区分 主要事業 

雇用の安定対策 ・退職金共済加入促進事業 
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４．個性あふれ次代を担う学習文化のまち 

（１）学校教育の充実 

① 学力向上の推進 

● 小・中学校の９年間を見通した到達目標を設定することにより、

一貫性・連続性のある教育を推進するとともに、指導と評価の一

体化に努めます。 

● 大学や専門機関等との連携を図りながら、指定研究学校等の研

究推進や教育研究センターの充実、教育研究論文及び授業論文の

募集や研究成果の発表会等を通して、教職員の資質の向上に努めます。 

● へき地等学校が共同研究や共同実践を行うことによって、複式

指導や交流学習等の指導方法の工夫改善を図り、へき地教育の充

実に努めます。 

② こころの教育 

● 人間性豊かな児童・生徒を育成するために、道徳教育を全教育

活動を通して行い、心の教育の充実を図ります。 

● 新市の将来を見据えた教育内容の重点化（ふるさと教育、福祉

教育、キャリア教育、子育て理解教育）を図り、校種間で連携を

とった年間指導計画を作成し、新市の将来を担うたくましい児

童・生徒を育成します。 

● いじめ、不登校や非行等問題行動の未然防止、早期解決を図る

ために、生徒指導体制の充実や不登校児童・生徒を対象とした適

応指導教室の充実を図ります。 

③ からだの教育 

● 児童・生徒の健康増進、体力の向上を図るとともに、生涯にわ

たって運動に親しむ資質を育成するため、体育に関する指導の充

実と家庭との連携を重視した健康教育の充実を図ります。 

● 学校における食に関する指導の充実と、学校と家庭・地域社会との

連携による食生活の指導体制の確立を図り、学校給食においては、安

全衛生管理の強化と関係団体と連携した地産地消の拡大を図ります。 

④ 教育環境の整備と充実 

● 学校評価等を積極的に行い、学校の説明責任の徹底に努めます。 

● 児童・生徒の実感を伴った学習を推進するために、地域素材の

把握と集約を行い、社会人講師やボランティア等の人材情報の提
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供とネットワーク化に努めます。 

● 学校施設の耐震診断結果に基づき、補強・改築等を計画的に進

めるとともに、情報化社会に対応する施設設備の整備や教材備品

の充実を図ります。 

⑤ 特色ある教育や学校づくりの推進 

● 「知」「徳」「体」「食」のバランスのとれた教育を推進する

ために、小・中学校の円滑な連携を図りながら、系統性、一貫性

のある教育内容の設定と指導方法の確立に努めます。 

● 各小・中学校の地域や児童・生徒の実態や特性をふまえた教育

活動が展開できるように、「一校一形運動※」など学校の創意工

夫を生かした教育活動を推進します。 

● 保護者や地域住民の理解や協力を得て、地域が一体となった教

育活動を積極的に展開するために、学校評議員制度の充実を図る

とともに、保護者や地域住民を対象にしたフリー参観を推進しま

す。 

⑥ 特別支援教育の充実 

特別支援教育の充実を図るために、施設の充実や教職員の研修

の拡充に努めるとともに、障がいの種類と程度に応じた適切な指

導及び必要な支援の充実を図ります。 

 

主要事業 

施策区分 主要事業 

学力向上の推進 
・授業力向上推進事業 
・へき地教育充実推進事業 
・小中一貫教育推進事業 

からだの教育 ・給食の残食量減少推進運動 

教育環境の整備と充実 
・授業支援者派遣システム事業 
・小学校・中学校改築事業（耐震化改築工事等） 

特色ある教育や学校
づくりの推進 

・特色ある学校づくり推進研究委託事業 

特別支援教育の充実 ・発達障がい等支援・特別支援教育総合推進事業 

                                      
※ 一校一形運動 

「特色ある学校づくり」を実現するため、小林市で取り組んでいる伝統や校風をもとにした

各学校独自の教育活動。 
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（２）生涯学習の充実 

① 生涯学習活動の推進 

● 社会教育団体や各種協議会等の連携を図り、生涯学習まちづく

りの具体化に向けて、生涯学習推進体制の充実に努めます。 

● 市民の多種多様化する学習ニーズに応えるため、公民館講座を

始めとする各種講座や教室、講演会等の充実を図るとともに、情

報の提供に努めます。 

● 市民の地域における自主的な学習活動や地域活動など、自治公

民館を拠点とした地域づくりの推進に努めます。 

② 社会教育施設の整備と充実 

● 公民館、図書館、文化会館等の社会教育施設や設備を整備し、

市民の交流と活動支援、学習機会と情報の提供、地域づくりの支

援活動の促進を図ります。 

● 生涯学習センターや歴史民俗資料館、各種展示館等の機能を備

えた総合的な教育・文化施設の建設を目指し、各種資料等の整備

に努めます。 

③ 読書活動の充実 

図書館を中心として、学校図書館や読み聞かせグループ、各種

団体との連携を強化し、幼児から高齢者まで生涯を通して読書活

動に親しむ体制の整備に努めます。 

 

主要事業 

施策区分 主要事業 

生涯学習活動の推進 ・公民館事業 

読書活動の充実 ・読書推進事業 
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（３）生涯スポーツの充実 

① スポーツ活動の推進 

● 児童・生徒や高齢者のニーズに対応し、心身の健全な発達を促

すとともに、生涯にわたって運動やスポーツを楽しく実践してい

くための「総合型地域スポーツクラブ※」運営を支援します。 

● 気軽に取り組め楽しい健康スポーツ教室（出前講座）のさらな

る利用促進を図るとともに、スポーツ安全保険の加入促進に努め

ます。 

● スポーツ振興の基盤である体育施設の整備・充実を図り、各施

設の利用を促進します。 

② スポーツ団体の活動支援 

● 体育協会・スポーツ少年団・各競技団体の自主活動の促進及び

連携の強化を図るとともに、体育協会の充実と活性化を目指しま

す。 

● こばやし大運動会などスポーツイベントの充実に努めます。 

③ 市民体力の向上 

関係機関との連携による市民のニーズに応じたスポーツ教

室・健康づくり教室を開催し、市民の体力の向上を図るとともに、

スポーツ振興や市民のスポーツ参加の機会を増やすため、市民に

対し、実技指導や助言を行います。 

 

主要事業 

施策区分 主要事業 

スポーツ活動の推進 
・総合型地域スポーツクラブ運営支援事業 
・体育施設改修事業 
・体育館建設事業 

スポーツ団体の活動
支援 

・こばやし大運動会 

                                      
※ 総合型地域スポーツクラブ 

様々なスポーツを愛好する子どもから高齢者が、初心者からトップレベルまでのそれぞれの

志向・レベルに合わせて参加できるという特徴を持つ、地域住民により自主的・主体的に運営

されるスポーツクラブ。 
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（４）芸術・文化の振興と文化財の保存・活用 

① 芸術・文化活動の推進 

● 文化会館を中心として、芸術・文化活動の推進に努め、心豊か

な人づくりを進めます。 

● 芸術・文化の関係団体の活動の充実や連携を強化し、市民の自

主的かつ積極的な芸術・文化活動の普及、促進を図ります。 

② 文化財の保護と活用 

● 郷土の文化遺産の保護に努めるとともに、歴史資料館の整備検

討やより多くの市民に文化遺産を知ってもらう機会の充実を図る

など、郷土を愛し、郷土を誇りに思う心の醸成に努めます。 

● 市内に伝わる郷土芸能等を保存する団体との連携を強化し、後

継者育成と自主活動の支援を積極的に行い、文化財保護団体の育

成を図り、貴重な郷土芸能等を後世まで伝えることに努めます。 

● 市内に残る文化財の資料やマップを作成し、これを広く周知す

ることにより、市民の文化財への保護意識の高揚を図ります。 

③ 芸術・文化にふれる機会の充実 

● 総合文化祭やジャンル・年齢層をふまえた自主文化事業、家族

が一緒に文化に親しんでもらうための催し等の充実に努めます。

また、安価で魅力ある自主文化事業を行うため、他の施設との連

携、共催などを行います。 

● 市内の吹奏楽団や劇団を育成し、協力しながら、市の伝統文化

に接する機会を創出するとともに、各地で活躍する地元出身芸術

家を招いて、特に子どもたちの共感する心と感性を育てます。 

 

主要事業 

施策区分 主要事業 

文化財の保護と活用 ・文化財保存活用事業 

芸術・文化にふれる機
会の充実 

・文化会館自主文化事業 
・総合文化祭事業 
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（５）青少年の健全育成 

① 家庭・地域・学校・行政の連携 

● 青少年問題協議会を中心として、青少年の健全育成のための総

合的な施策の推進に努めます。また、青少年育成市民会議等の民間

組織の育成に努め、健全育成活動の活性化を図ります。 

● 家庭・地域・学校・行政の相互理解を深め、将来を担う青少年

の健全育成を図るために、家庭や地域の教育力の再構築の推進に

努めます。 

② 家庭の教育力の向上 

乳幼児をもつ親や小・中学校の保護者を対象に、子どもの発達

段階に応じた家庭教育の学習の場や機会、情報の提供を行い、家

庭教育のあり方や子どもたちの人間的成長が効果的に行われる

よう家庭の教育力向上に努めます。 

③ 地域の教育力の向上 

● 社会教育関係団体等の支援・育成を進め、自主的活動の促進を

図るとともに、地域活動を支援し、地域の連帯意識の高揚を図り、

地域の教育力の向上に努めます。 

● 幼児から高校生までを対象とした様々な体験活動学習の充実に

努めます。 

● 地域の子どもは地域で育てることを目標とした自治公民館活動

の一館一運動と連携し、子どもの居場所を確保するとともに、地

域住民と交流活動の支援に努めます。 

 

主要事業 

施策区分 主要事業 

地域の教育力の向上 
・青少年体験活動事業 
・子どもの活動拠点づくり支援事業 
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（６）国際化、交流活動の推進 

① 国際交流事業の推進 

● 将来の郷土を担う青少年が、豊かな国際感覚と広い視野をもつ

優れたリーダーとしての資質を身に付けるために、国際交流員を

はじめ、県内の外国青年との交流活動の充実を図ります。 

● 市民の国際理解を深めるため、外国青年招致事業を有効に活用

し、国際交流員に接する機会と異文化に触れる機会を提供するこ

とで国際交流の推進を図ります。 

② 情報発信の充実 

ＩＣＴ（情報通信技術）を活用し、新市の文化や歴史、地域資

源など多くの情報を発信し、交流人口の拡大を図ります。 

③ 交流活動の推進 

● 地域産業の活性化や、定住促進を図るために、体験型観光やグ

リーンツーリズムとの連携を行い、交流居住（都市住民が、都会

と田舎の双方に滞在拠点を持ち、それぞれの場所を仕事や余暇・

趣味等のために使い分け、地元の人たちと交流しながら生活する

というライフスタイル）を推進するとともに、都市住民との交流

の機会を拡充し、交流人口の拡大を目指します。 

● 新市への移住を希望する人たちへの情報提供や相談体制の充実

を図り、その受け入れに努めます。 

 

主要事業 

施策区分 主要事業 

国際交流事業の推進 ・国際交流事業 

交流活動の推進 ・田舎暮らし体験推進事業 
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５．住む喜びを実感できる生活優先のまち 

（１）計画的な土地利用の推進 

① 土地の有効活用の推進 

● 限りある貴重な資源である市土を総合的かつ計画的に利用する

ため、国土利用計画に沿って事業を推進し、自然と人が調和した

適正な土地利用を図ります。 

● 低・未利用地や公共施設の移転・統合等による跡地については、

周辺の環境に配慮し、市民の意見を尊重しながら有効な活用に努

めます。 

② 魅力ある農村空間の形成 

農業振興地域整備計画の定期的な見直しを行い、農業農村地域

の健全な発展を図り、計画的かつ効率的な土地利用を推進します。 

③ 良好な都市環境の形成 

機能的で秩序ある市街地を形成するため、長期的な都市整備の

基本方針となる都市計画マスタープランに沿った整備計画を推

進し、その土地の実態に応じて、土地利用の誘導を図り、無秩序

な開発行為を規制します。 

④ 地籍調査事業の推進 

限りある市土の有効活用・保全を図るとともに、公共事業の計

画的な推進と、土地に関わるトラブルの未然防止に役立て、市民

が安心して土地の取引ができるよう、土地の実態を正確に把握す

る地籍調査を推進します。 

 

主要事業 

施策区分 主要事業 

地籍調査事業の推進 ・地籍調査事業 
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（２）市街地、住宅・宅地の整備 

① 市街地の整備 

● 都市基盤となる道路を体系的に整備する街路事業を推進すると

ともに、街区公園を設置するなど、円滑な交通の確保と豊かな公

共空間を備えた良好な市街地の形成を図ります。 

② 住環境の整備 

● 市民の安全な生活を将来にわたって確保するため、居住環境の

整備を積極的に図ります。特に、若年層の市内定住を促す宅地分

譲事業等にも取り組んでいきます。 

● 良質な住宅建設を促進するため、各種融資制度の活用啓発や住

宅のリフォーム等に対する助成を行います。 

③ 公営住宅の整備 

● 公営住宅の役割を踏まえながら、既存住宅の改善を計画的に進

めます。特に、今後、さらに進む高齢社会に対応するため、バリ

アフリー化を進め、高齢者に対応した住宅の整備や若者の定住を

促進するための住宅を整備します。 

● 市街地等にある需要の多い団地については、土地の高度利用と

供給戸数の増を図れるよう建替えを進めます。 

 

主要事業 

施策区分 主要事業 

住環境の整備 
・宅地分譲事業 
・住宅リフォーム促進事業 

公営住宅の整備 ・公営住宅建替事業 
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（３）道路・交通網の整備 

① 幹線道路網の整備 

● 市内の幹線道路網の充実に努め、市域の一体性を高めるととも

に、近隣市町を結ぶ広域幹線道路網の整備を促進します。 

● 現在の都市計画道路計画が適正な計画になっているか、検討、

調査を再度行い、より良い道路網を策定し、緊急性等によるラン

ク付けを行い計画的に整備を進めます。 

② 道路の改良・補修 

● 市道の老朽化と幅員狭小路線を解消するため、市民の意見も取

り入れながら年次的に改良を実施していきます。 

● カーブミラー、ガードレール等の交通安全施設の整備を図り、

通学路については、歩道の幅員を十分に確保するとともに、人と

自転車が安全に通行できるよう整備し、事故件数の減少を図りま

す。 

③ 公共交通機関の利便性向上と利用促進 

● 市民生活に不可欠な鉄道・バス路線の充実、維持確保に努める

とともに、市民の利用促進を図るため、広報活動や各種事業を推

進します。 

● 交通空白地帯の解消や、高齢者等交通弱者の移動手段を確保す

るため、身近な交通手段としてコミュニティバス等の一層の充実

に努めます。 

 

主要事業 

施策区分 主要事業 

幹線道路網の整備 
・街路整備事業 
・市道整備事業 

道路の改良・補修 

・道路改良事業 
・市道補修改良事業 
・橋梁補修改良事業 
・交通安全施設整備事業 

公共交通機関の利便
性向上と利用促進 

・コミュニティバス等運行事業 
・地方バス路線等運行維持対策事業 
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（４）情報化の推進 

① 電子自治体の推進 

多様化・高度化する住民ニーズに的確に対応するため、ＩＣＴ

を活用した行政サービスと行政運営の高度化・簡素効率化を図り、

便利で安心・安全な電子自治体の構築を図ります。 

② 地域情報化の推進 

市民生活の利便性確保、市民と行政、市民と市民のコミュニケ

ーションの拡大による地域の活性化、地域経済・産業の振興等の

視点に立って、地域イントラネット（地域内情報通信網）の利活

用を進めるとともに、より多くの市民が参加できる情報通信イン

フラ（基盤）の検討を進め、デジタルデバイド（情報格差・通信

格差）の解消に努めます。 

主要事業 

施策区分 主要事業 

電子自治体の推進 
・電子計算処理事業 
・電子計算処理システム改修事業 

地域情報化の推進 ・情報化推進事業（地域イントラネット） 



第６章 新市の主要施策  

85 

６．語らいとふれあいある参画協働のまち 

（１）市民参画・協働の推進 

① 協働のまちづくりの推進 

● 各種まちづくり団体や行政だけでなく、市民一人ひとりや学

校・事業所でも気軽にまちづくりに参加できるよう、市民活動セ

ンターの整備など協働の体制づくりを進めます。 

● 市民のニーズに応じたまちづくり活動や市民主体の特色あるま

ちづくり活動を支援します。 

② まちづくり団体等の育成・支援 

● これからのまちづくりを担っていく各種まちづくり団体やボラ

ンティア団体・ＮＰＯ等の組織・人材を育成するとともに、多様

な分野でのまちづくり活動を支援します。 

● 各団体間と行政の幅広い連携を図るためのネットワークを構築します。 

③ 市民参画の機会の拡充 

● 市民の意見・要望を広く市政に反映するため、審議会・委員会

委員の積極的な公募を行うとともに、地域協議会等の活用やパブ

リック・コメント（計画等の策定の際、市民の意見を聞く制度）

の実施等により、各種計画の策定や政策・施策形成過程への市民

の積極的な参画を図ります。 

● 広報紙やホームページを活用した情報提供を行い、市民が市政

により一層参画できるよう広報・広聴活動の充実に努めます。 

④ 情報公開の推進 

個人情報の保護に十分に配慮しながら、情報公開制度の適切な

運用のもと、積極的な情報の公開に努め、市民と行政との情報の

共有化を図り、公正で開かれた市政を目指します。 
 

主要事業 

施策区分 主要事業 

まちづくり団体等の
育成・支援 

・まちづくり支援事業 

市民参画の機会の拡充 ・広報・広聴事業 
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（２）コミュニティ活動の促進 

① コミュニティ活動の推進 

地域づくりに貢献する自治会やボランティアなどのコミュニティ

組織などに対して、地域づくり活動や地域リーダー育成など総合的

に支援するための仕組みを構築します。 

② コミュニティ活動の拠点づくり 

コミュニティ施設整備を支援するとともに、既存の共同利用施

設や学校等の未利用スペースなどを有効活用するなど、地域の実

情に応じたコミュニティ活動の拠点づくりを進めます。 
 

主要事業 

施策区分 主要事業 

コミュニティ活動の
推進 

・いきいき地域づくり区交付金事業 
・自治組織連携事業 

コミュニティ活動の
拠点づくり 

・コミュニティ施設（地区公民館等）整備支援事業 

 

（３）男女共同参画社会の形成 

① 男女共同参画の推進 

男女共同参画推進条例及び男女共同参画基本計画に基づき、そ

の取り組みを推進します。 

② 男女共同参画意識の啓発 

家庭や地域、企業、学校などにおける性別による役割分担意識

を是正し、男女共同参画の理念を広く社会に根付かせるため、様々

な社会活動の場におけるリーダーや指導者をはじめ、市民への学

習機会や情報の提供、調査研究を行います。 

③ 女性の社会参画の促進と人材育成 

企業への働きかけにより、家庭と仕事が両立できる就業環境づ

くりや、多様な働き方への支援を行い、セクシャル・ハラスメン

トの防止など、女性の人権に配慮した職場環境づくりを促進しま

す。また、指導的な役割を果たす女性リーダーを育成するととも

に、市民活動グループの育成・支援に努めます。 
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主要事業 

施策区分 主要事業 

男女共同参画意識の
啓発 

・男女共同参画啓発事業 

女性の社会参画の促
進と人材育成 

・女性リーダー育成事業 

 

（４）人権尊重社会の確立 

① 人権相談の実施 

日々の暮らしの中で生まれる市民のなやみ、不安を解消し、住

みよいまちづくりを行うため、関係機関と連携しながら、今後も

相談業務を実施します。 

② 人権啓発活動の推進 

市、人権・同和問題啓発推進協議会を中心に啓発活動を行い、

市民一人ひとりの人権意識を高め、人権を尊重する地域社会の形

成を目指します。 

③ 人権教育の推進 

● 教育集会所を中心とした人権教育の推進を図るとともに、行政、

学校、地域、人権保護団体との連携を強化し、市民と行政が一体

となった人権を尊重するまちづくり、人づくりを推進します。 

● 公民館で開催する各種講座や教室において、人権尊重の重要性

や、必要性について理解を深めるとともに、人権を尊重する心を

身に付けるための人権教育を推進します。 

 

主要事業 

施策区分 主要事業 

人権啓発活動の推進 
・人権啓発事業 
・同和問題啓発推進事業 
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（５）自律した自治体経営の確立 

① 健全な財政運営の推進 

● 市税収入を確保するため、収納率向上対策、滞納整理の強化、

課税客体の適正な把握に努めるとともに、受益者負担の原則によ

る使用料、負担金等の見直しを行います。 

● 市有財産の適正な管理・運用による歳入の確保と維持管理経費

の削減に努めます。 

● 補助金の整理・統合による縮減と廃止を含めた見直しを行いま

す。 

● 特別会計及び公営企業会計への繰出金についても、各会計の財

政健全化を図り、最小限の繰出にとどめます。 

② 効率的な行政経営の推進 

● 行政改革大綱及び集中改革プランの目標値に基づく、行政改革

の推進に努めます。 

● 行政活動の見直しや改革・改善の推進のために「行政評価シス

テム」との連携を図り、不断のマネジメントサイクルによる効率

的かつ健全な行財政の運営を確立し、市民本位の成果を重視した

行政経営を展開します。 

● 行政ニーズへの迅速かつ的確な対応を行うため、窓口の一本化

や職員の適材適所の配置、行政組織の効率化等を進めるとともに、

職場内外の研修等により、職員の資質向上や能力開発に努めます。 

● 市民の利便性を優先し、ユニバーサルデザインにも配慮した庁

舎改築を計画的に進めます。 

③ 広域連携の推進 

● 西諸広域行政事務組合や西諸地域介護認定審査会等の効率的な

運営を図ります。 

● 広域的な道路網の整備を広域連携を図って促進していきます。

さらに、環霧島会議等、広域組織の活動を通した広域連携の推進

を図ります。 
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主要事業 

施策区分 主要事業 

健全な財政運営の推進 ・市税徴収事業 

効率的な行政経営の
推進 

・職員研修事業 
・行政改革推進事業 
・市庁舎改築事業 

広域連携の推進 
・西諸広域行政事務組合運営事業 
・西諸地域介護認定審査事業 

 

 



第６章 新市の主要施策  

90 

こばやし環境・観光構想 

重点構想１ 

テーマ 

環境・観光 

７．未来を拓く戦略プロジェクト 

新市が目指す将来像や基本目標を実現するために、１～６に掲

げた各基本施策について積極的に取り組むことが重要であるこ

とはいうまでもありません。 

しかし、限られた経営資源（財源・時間・人材等）の選択と集

中によって、市民ニーズにより的確に応える戦略的且つ重点的な

市政運営を推進することも必要です。 

そこで、新市の新たなまちづくりにおいて、特に重点的・戦略

的に取り組むテーマを定め、関連する取り組みを横断的に抽出・

体系化した４つのプロジェクトを「戦略プロジェクト」として設

定します。 

 

戦略プロジェクト 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

こばやし健康推進構想 
テーマ 

健康 

重点構想３

こばやし若者定住構想 
テーマ 

定住 

重点構想４ 

こばやし子どもいきいき構想 
テーマ 

子育て 

重点構想２ 
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こばやし環境・観光構想 

重点構想１ 

テーマ 

環境・観光 

 

 

 

 

 

 

 

新市の特性である「優れた自然環境・景観と歴史文化」

をテーマに、内外に情報発信するとともに、全国から新市

の自然と環境、歴史文化を楽しむ人を集める取り組みを重

点的に進めます。 

 

■河川の浄化と親水空間の整備 

■森林のもつ多面的機能の持続的発揮に向けた市民との

協働による森林の保全及び育成 

■景観の保全と整備による新市の見所開発 

■「日本で最も美しい村づくり」等と連携した積極的な

情報発信 

■環境にやさしい新エネルギーの導入 

■有機・低農薬栽培や農畜産業関連廃棄物の適正処理・リ

サイクルなど食の安全と環境に配慮した環境保全型農畜

産業の促進 

■農林商工業が連携した地域特産品の開発と地産地消体

制の充実 

■新市一体となったグリーンツーリズム体制の確立と体

験型観光地づくりの推進 

■スポーツ合宿の積極誘致 

■観光施設の整備充実と新市内観光ルートや広域観光ル

ートの開発 

■伝統芸能や各種祭りの充実・連携による誘客力の強い観

光イベントの開発 

■観光ガイド・インストラクター 

の育成と活動促進 
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「子育て」をテーマに、子どもが健やかに生まれ、育成

され、学び、子育て中の親のネットワークが形成される取

り組みを重点的に進めます。 

 

■子どもの遊び場となる身近な公園の整備 

■保健・教育・農業部門等の連携による食育の推進 

■安心して妊娠・出産できる環境づくりや保健指導、健康

診査などの母子保健事業の充実 

■安心して利用できる医療体制の充実 

■地域における子育てのサポートをはじめ多様な子育て

支援サービスの充実 

■多様な保育ニーズに対応した保育内容の充実及び施設

の整備 

■子育て・教育に関する総合的な相談体制の確立 

■確かな学力、豊かな人間性、健やかな体の育成（知育・

徳育・体育・食育）を柱とした特色ある教育活動の推進 

■老朽化への対応や耐震化に向けた学校施設・設備の整備 

■総合的な子どもの安全対策の推進 

■青少年育成市民会議の充実による各種青少年健全育成

活動の推進 

 

 

 

 

 

 

こばやし子どもいきいき構想 
テーマ 

子育て 

重点構想２ 
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「健康」をテーマに、市民自らの健康づくりの支援と、

市立病院を活用した保健・医療のネットワークを形成する

取り組みを重点的に進めます。 

 

■保健センターの整備 

■市民と一体となった各種健康づくり事業の強化支援 

■総合健診の充実とスムーズに健診を受診することがで

きる環境づくりの推進、食育の推進や肥満の予防、運動

習慣の推進、歯の健康づくり、こころの健康づくり等の

健康づくり施策の推進 

■感染症に関する正しい知識の普及 

■市立病院における医師の確保と医療機器の更新・充実、

救急・休日・夜間の医療体制の充実 

■スポーツ施設の整備 

■各種スポーツ団体の育成・支援と指導者・ボランティア

の育成・確保 

■健康づくり・レクリエーションの普及 

■高齢者の学習・文化・スポーツ活動の促進 

■障がいの発生予防、早期発見、早期治療・療育、機能訓

練等の充実 

 

 

 

 

 

 

こばやし健康推進構想 
テーマ 

健康 

重点構想３
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「定住」をテーマに、新たな時代の新市の暮らしづくり、

職場づくりに向けた取り組みを重点的に進めます。 

 

■将来の農林水産業を支える各分野の若手リーダーの育成 

■都市消費者との交流や都市との交流事業の促進 

■地域特性や消費者ニーズに対応した農林業の多様化や

活性化 

■異業種間での共同事業による地域特産品の開発 

■商店街空き店舗の有効活用 

■宮崎フリーウェイ工業団地等への企業誘致や新産業の

創造による新たな雇用創出 

■地域に密着したコミュニティビジネスの育成 

■中心市街地商店街の整備 

■良質な公営住宅の整備 

■地元での就職情報の提供や就職相談 

■Ｕ・Ｊ・Ｉターンの環境整備 

■宅地分譲事業の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こばやし若者定住構想 
テーマ 

定住 

重点構想４ 
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第７章 新市における県事業の推進 
新市は、宮崎県の南西部に位置し、広域交通の要衝として、ま

た、インターチェンジに隣接して県で造成した大規模な工業用地

も整備されていることなどから、県西部及び南九州における中核

的な都市となることが期待されており、県として新市のまちづく

りを支援する意義は大きなものがあると考えられます。 

また、宮崎県は、「宮崎県市町村合併推進構想」及び「宮崎県

新市町村合併支援プラン」において、合併することとした市町村

の新たなまちづくりなどに対し、できる限りの支援を行うことと

しています。 

これらのことから、宮崎県は新市と連携・協力しながら、新市

のまちづくりを支援するための県事業を積極的に推進すること

としています。 

 
 

新市における施策体系区分 主要な宮崎県事業 

自然と共生する美しい安心安

全のまち 

○砂防事業 

○急傾斜地崩壊対策事業 

○交通安全施設整備事業 

○浄化槽設置整備事業 

地域の活力を創出する産業交

流のまち 

○県畑地帯総合整備事業 

○県営経営体育成基盤整備事業 

○農山漁村活性化プロジェクト支援交付金 

○県営農林漁業用揮発油税身替農道整備

事業 

個性あふれ次代を担う学習文

化のまち 
○西諸県地区総合制専門高校設置事業 

住む喜びを実感できる生活優

先のまち 

○国道改良事業 

○県道改良事業 

○地籍調査事業 
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第８章 公共施設の統合整備の基本的

考え方 
公共施設は、市民の生活に大きな影響を及ぼすことから、その

整備にあたっては、地域の特殊性や地域間のバランス、さらには

財政状況などを考慮しながら、計画的に適正配置を図っていきま

す。 

その検討においては、既存施設の有効利用や相互利用、施設の

複合化や統合、広域的な利用の促進などを総合的に勘案するとと

もに、交通ネットワークと情報ネットワークによる施設利用の利

便性を考え、合併によってより広域化する新市の住民が利用しや

すい配置とすることを基本とします。 

また、新たな公共施設の整備については、財政運営に及ぼす影

響が大きいことから、民間資金の導入方式も含めて検討するなど、

事業の効率性や後年度の財政負担などについて十分に検討した

うえで進めることとします。 

なお、新市の本庁舎については現在の小林市役所に置くものと

し、高原地域、野尻地域については、地域の行政サービス提供拠

点となる総合支所を置き、それぞれ必要な機能の整備を図ります。 

本庁舎については、耐震性や狭あいさから改築が急がれるため、

住民の理解を得ながら、計画的に整備を進めます。 
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第９章 財政計画 

１．策定の趣旨 

地方公共団体の財政の健全化に関する法律の平成２０年４月

１日施行に伴い、今後、一般会計だけでなく、特別会計、公営企

業会計等を含めた財政状況に十分留意し、健全な財政運営に取り

組んでいくことが求められています。 

そういった中で、本計画は、新市基本計画に定められた施策を

計画的に推進するため、新市の財政運営の指針として、長期的展

望にたち策定するものです。 

 

２．策定期間 

平成 22 年度から平成 31 年度までの 10 年間とします。 

 

３．策定方法 

平成 19 年度決算見込額や平成 20 年度予算額等をもとに、過

去の実績や人口推移などに基づく推計のほか、投資的経費の見込

み、国・県による財政支援措置、合併に伴う経費削減効果などを

反映させ、普通会計ベースで策定しています。 

 

４．歳入・歳出についての考え方 

（１）歳入について 

① 国・県の財政支援制度の利活用 

合併推進債の活用を見込みました。また、合併に対する県から

の財政支援については、全額を見込みました。 
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② 地方税 

現行税制度を基本に、将来の人口推移を踏まえて推計しました。 

③ 地方交付税 

国の制度改革の動向を勘案し、平成 31 年度まで毎年度約１%

の減額を見込み、地方債（合併推進債含む）償還額の普通交付税

算入について加味して推計しました。 

④ 国庫支出金・県支出金 

扶助費の増加分を加味するとともに、投資的経費に係る財源を

見込んで推計しました。 

⑤ 地方債 

合併推進債及び通常債については、投資的経費の見込額を踏ま

えて推計しました。 

 

（２）歳出について 

① 人件費 

合併による特別職、議会議員定数及び一般行政職の削減効果を

見込んで推計しました。 

② 扶助費 

合併によるサービス水準の向上や少子高齢化の進行を勘案し、

将来の人口を見込んで推計しました。 

③ 公債費 

公債費については、平成 19 年度までの地方債に係る償還予定

額に、平成 20 年度以降の発行予定額に伴う元利償還金を加えま

した。 

④ 物件費 

合併による事務経費の削減効果を見込んで推計しました。 

⑤ 補助費等 

合併による行財政の効率化に伴う削減効果を見込んで推計しま

した。 

⑥ 繰出金 

近年の傾向を踏まえ、毎年度 1.0%増を見込んで推計しました。 

⑦ 投資的経費 

毎年度、実施可能な事業費を見込んで推計しました。 
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５．合併に関する財政支援 

合併に対して、国・県から次のような財政支援が受けられます。 

 

（１）地方交付税の特別措置（合併算定替） 

地方交付税は、合併すると合併前に比べて減少するのが一般的

です。しかし、「合併算定替」という措置によって、合併後５年間

は 1 市２町の合併がなかったものと仮定して算出した額の合計額

（合併算定替）、その後５年間は激変緩和措置により交付されます。 

（２）合併直後の臨時的経費にかかる財政措置（合併補正） 

合併直後の臨時的経費（ネットワークの整備や各種システムの

統一など）に対して、5 年間で約４億６千万円が交付されます。 

（３）合併推進債 

新市基本計画に基づいて行う事業について、合併推進債を財源

（事業費の９０％）とすることができ、元利償還金の４０％が普

通交付税で措置されることから、10 年間で 50 億円を見込んでい

ます。 

ただし、他に普通交付税算入率が高いなど有利な起債がある場

合には、振替も想定されます。 

（４）県の財政支援措置 

新市基本計画に基づいて行う事業等について、市町村合併支援

交付金として３億円が交付されます。 
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６．合併による経費削減効果 

1 市２町の合併により、次のような経費の削減を見込みました。 

 

（１）人件費 

合併後の退職者の補充を抑制することによる一般行政職の削減、

合併に伴う特別職及び議会議員などの減員による経費の削減効果

を見込みました。 

人件費全体の削減額は、10 年間累計で約６５億円の削減となり

ます。 

（２）物件費 

物件費の削減効果として、平成 22 年度から平成 26 年度まで

毎年度２％減、以後５年間は１％減を見込みました。累計で約２

６億円の削減となります。 

（３）補助費等 

補助費等の削減効果として、一部事務組合への負担金等を除き、

平成 22 年度から平成 24 年度まで毎年度２％減を見込みました。

累計で約４億円の削減となります。 
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７．財政計画表 

（１）歳入 

(単位：百万円)

地方税 5,150 5,109 5,068 5,027 4,987 4,947 4,903 4,859 4,815 4,771

地方譲与税 450 450 450 450 450 450 450 450 450 450

利子割交付金 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13

配当割交付金 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11

株式等譲渡所得割交付金 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

地方消費税交付金 476 476 476 476 476 476 476 476 476 476

ゴルフ場利用税交付金 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12

自動車取得税交付金 109 109 109 109 109 109 109 109 109 109

地方特例交付金 42 42 42 42 42 42 42 42 42 42

地方交付税 11,053 10,952 10,848 10,683 10,542 10,209 9,852 9,587 9,334 9,100

交通安全交付金 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12

分担金・負担金 362 362 362 362 362 362 362 362 362 362

使用料・手数料 289 291 293 293 293 293 293 293 293 293

国庫支出金 2,630 2,639 2,648 2,583 2,592 2,601 2,559 2,566 2,574 2,532

県支出金 1,904 1,907 1,910 1,736 1,739 1,742 1,693 1,696 1,698 1,649

財産収入 51 51 51 51 51 51 51 51 51 51

繰入金 101 101 101 101 101 242 101 169 285 511

諸収入 1,875 1,123 1,123 1,123 1,123 1,123 1,123 1,123 1,123 1,123

地方債 3,179 3,179 3,179 2,879 2,879 2,879 2,179 2,179 2,179 1,979

歳入合計 27,723 26,843 26,712 25,967 25,798 25,578 24,245 24,014 23,843 23,500

H29年度 H30年度 H31年度H25年度 H26年度 H27年度 H28年度H22年度 H23年度 H24年度

 

 

 

（２）歳出 

(単位：百万円)

人件費 4,564 4,600 4,441 4,238 4,257 4,438 3,968 3,988 3,849 3,894

扶助費 4,440 4,458 4,476 4,494 4,512 4,529 4,544 4,559 4,574 4,588

公債費 4,341 4,266 4,223 4,067 3,951 3,820 3,602 3,541 3,488 3,456

物件費 2,801 2,745 2,690 2,637 2,584 2,558 2,532 2,507 2,482 2,457

維持補修費 107 108 109 110 111 112 113 114 115 117

補助費等 2,890 2,926 2,843 2,846 2,876 2,807 2,814 2,836 2,836 2,836

積立金 1,025 157 318 502 405 182 415 182 182 182

繰出金 2,810 2,838 2,867 2,895 2,924 2,954 2,983 3,013 3,043 3,074

828 828 828 828 828 828 828 828 828 828

投資的経費 3,917 3,917 3,917 3,350 3,350 3,350 2,446 2,446 2,446 2,068

歳出合計 27,723 26,843 26,712 25,967 25,798 25,578 24,245 24,014 23,843 23,500

H29年度 H30年度 H31年度H26年度 H27年度 H28年度H25年度

投資・出資金・貸付金

H22年度 H23年度 H24年度

 


